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センターだより

第46回全国共同利用大型計算機センター

運用会議議事要録

時

所

事

日

場

議

昭和 56年 2月6日 （金）

九州大学大型計算機センター

1. 報告事項

(1) 各センターの現況について

(2) 各研究会（計算機言語、―やタベ ス プログ― ― プー 一 、 フムフイプラリー、コンピュータ・不

ットワーク）について

(3) 負担金検討小委員会について

(4) 事務長会議について

2. 審議事項

(1) 負担金の一部改訂について

京都大学及び九州大学から負担金の一部改訂についてそれぞれ提案説明があった後、

負担金検討小委員会からこれに関する検討結果についての報告があり、いずれも原案ど

おり了承された。

(2) その他

東京大学から、同大学で検討中のデータベースに関する 4つの内規案について意見を

伺いたい旨提案説明があり、種々検討の結果、今回出された意見を十分踏まえて作成し

てもらうことになった。

3. 承合事項

第 2回研究開発連合発表会の報告と第 3回開催について

東京大学から、同大学で開催された第 2回研究開発連合発表会について、詳細な報告が

あった。

なお、第 3回は京都大学の当番で本年 12月上旬を予定し、 1日間で開催することにな

った。

以上
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センターだより

昭和 56年度プログラム指導員名簿

昭和56年度プログラム指導員として次の方々に御協力願えることになりましたので、プログラ

ム等でわからない点があればお近くのプログラム指導員に相談してください。

所属及び連絡先 場 所 氏 名 身分 指導時間 専門分野

釧路工業高等専門学校

電気工学科 研 究 室 風間輝雄 助教授 適時 全 般

0 15 4-5 7-8 0 41 C 273) 

東北大学理学部 電話連絡により

天文及び地球物理第 1学科 研 究 室 氏家慈一 助手 適時 FORTRAN 

0 2 2 2-2 2-18 00(3319) 

茨城大学理学部数学科 数学科 毎週水曜日 FORTRぶ

計算機室 岡本 茂 教授 木曜日 その他

0292-26-1621(515) 

玉川大学工学部電子工学科 電子物理 毎週月曜日 FORTRAN 

研究室 中村充伸 助教授 午後 PL/I 

0427-32-9111 数値計算

名古屋市立大学計算センター 10:00 

計算センター 太田 アヤ子 助手 -4: 30 FORTRAN 

0 5 2-8 71-133 4 (207) 
適時

金沢大学工学部化学工学科 電話連絡により

研 究 室 長田 勇 教授 適時 FORTRAN 

0762-61-2101(313) 

金沢工業大学工学部 9: 応 11:00 FORTRAN 

情報処理工学科 研 究 室 加藤恭子 助教授 電話連絡により PI/I 

0762-61-2101(332) 適時

京都工芸繊維大学工芸学部

電子工学科 研 究 室 弓場芳治 教授 適時 FORTRAN 

075-791-3211C629) 
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所属及び連絡先 場 所 氏 名 身分 指導時間 専門分野

大阪医科大学医学部医学科 電話連絡により

研 究 室 山本和子 師 適時 FORTRAN 

0726-83-1221 (652) 

大阪府立大学計算センター FORTRAN 

計算センター 西村 ミチコ 助教授 適時 JCL 

0722-52-1161 TSS 

阿南工業高等専門学校

研 究 室 吉川勝幸 助手 適時 FORTRAN 

0 88 4-22-201 0(324) 

岡山理科大学理学部 FORTRAN 

応用数学科 研 究 室 江俊夫 助 適時 言語関係

0 8 6 2-5 2-316 1(419) 

九州大学工学部応用理学科 月曜日～金曜日 FORTRAN 

研 究 室 塩川浩三 助手 午前 数値計算

O 9 2-6 4 l -110H5888) 電話により適時

大阪大学教養部化学科

研 究 室 小川和英 助教授 適時 全 般

0 6-844-1151(5285) 

大阪大学工学部建築工学科 毎週月曜日 FORTRAN 

研 究 室 橘 英三郎 助 金曜日 BASIC 

0 6-8 7 7-5 111 (4963) より適時

大阪大学核物理研究センタ— FORTRAN 

研 究 山寄 魏 教授 適時 その他

0 6-8 7 7-5 111 (3055) 

大阪大学大型9汁算機センターニュース -10- Vol. 11 No. 1 1981-5 



センターだより

昭和56年度上半期プログラム相談室の担当

昭和56年度上半期のプログラム相談室の担当は次のとおりですので、プログラム相談を受けら

れる方は、 2階のプログラム相談室で相談票に相談事項を記入のうえ御相談ください。

10:00 - 12:00 1:00 - 3:00 3:00 ,_, s:oo 

氏名：北本昇一 氏名：玉城史朗 氏名：梯 祥郎

月 所属：センター 所属：阪大。基礎工 所属：阪大・理

専門：運用全般 専門： FORTRAN FORTRAN・
専 門： ファイル・TSS

氏名：高田久靖 氏名：岡本吉史 氏名：錦織毅夫

火 所属：阪大・エ 所属：阪大・エ 所属：阪大•原子力

専門．. COBOL FORTRAN 専門： FORTRAN・TSS 門： FORTRAN・TSS 

~ 
氏名：笠井秀明 氏名： 木達也

水 所属：阪大・エ 所属：阪大・薬

専門： FORTRAN・TSS 専門： F・OフRァTイルRAN・TSS 

氏名：中島重雄 氏名：森田啓義 氏名：中島重雄

木 所属：センター 所属：阪大・基礎工 所属：センター

専門：運用全般 専門： FORTRAN 専門：蓮用全般

氏名：森畑 豊 氏名：赤井久純 氏名：森畑 豊

金 所属：センター 所属：奈良県立医科大学 所属：センター

専門：運用全般 専門： FORTRAN • 図形処理 門：運用全般

氏名：福谷和彦

~ ~ 土 所属：阪大•原子力

専 門．. FORTRAN・フ・TァイSルS 

氏名：北本 氏名：玉城史朗 氏名：斎藤年史

月 所属：センター 所属：阪大・基礎工 所属：阪大・エ

専門：運用全般 専門： FORTRAN 専門： FORTRAN・LISP 

氏名：吉田 茂 氏名：塩野 充 氏名：錦織毅夫

火 所属：阪大・エ 所属：阪大・エ 所属：阪大•原子力

専門．. COBOL ・FORTRAN 専門： Pr./I・FORTRAN 専門： FORTRAN・TSS 
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10:00 - 12:00 I 1:00 - 3:00 3: 00 - 5: 00 

.-/1 氏名：打浪清一 氏名：高木達也

水I ／ I所属：阪大・エ 所属：阪大・薬

専門．．三次元・デFィOスRカTノRANイ 門 . FORTRAN・ファイル
・ ・TSS 

氏名：中島重雄 氏名：森田啓義 氏名：中島重雄

木I所属：センター 所属：阪大•基礎工 所属：センター

専門：運用全般 専門： FORTRAN 門：運用全般

氏名：多田栄 氏名：武知英夫 氏名：森畑 豊

金I所属：阪大・基礎工 所属：阿南工専 所属：センター

専門： FORTRAN 専 門 . FORTRAN・ファイル
. ・TSS 専門：遮用全般

氏名：吉崎幸二

土I所属：センター

専門：運用全般
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臼~·~濯鰤血疇~Wr亨畑＾辱宝叫
「速報」及ぴ「お知らせ」の集録

＜速報No.79(1 981. 2. 5)より＞

1. 昭和56年度計算機利用申請書の取扱いについて

昭和56年度の利用申請には「継続申請」と「新規申請」の2種類があります。

1, 継続申請

継続申請とは同じ研究課題で56年度も引き続き利用することです。この申請をすると課題

番号、パスワード及びファイルは継続して利用できます。

ただし、次の場合は継続できませんので「新規」で申請してください。

i. 所属部局に変更がある場合

ii。負担経費区分が科学研究費である場合

（例） ＿継続できる場合―— 同じ研究課題で申請者が替るとき（所属部局に変更がないこと）

一継続できない場合ー同じ研究課題で所属部局に変更があるとき

II 科学研究費であるとき

(1) 継続申請の受付期間

2月16日（月） から 3月31日（火） まて

（ただし、 4月 1日から利用する場合は、 3月20日（金）までに申請してください。）

(2) 継続申請の必要書類

i. 大阪大学大型計算機センター利用申請書

ii. 支払責任者及び経理責任者申請書

iii. 昭和 55年度計算機利用報告書

なお、 「利用申請に係るコード表」の提出は不要です。

（注意） 3年を経過した継続申請者（課題番号下4桁 1000番台）は、新たに研究課題

及び研究課題の具体的内容を記入してください。

(3) 提出先

所属の連絡所に提出してください。ただし吹田地区の方は直接利用者受付でも受付けます。

2. 新規申請

(1) 新規申請の受付開始

2月16日（月） から

(2) 新規申請の必要書類

i. 大阪大学大型計算機センター利用申請書
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ii. 支払責任者及び経理責任者

iii. 大阪大学大型計算機センター利用申請に係るコード表 (OCR用紙）

iiii. （教務員、研究生のみ）

(3) 提出先

所属の連絡所に提出してください。ただし吹田地区の方は直接利用者受付でも受付けます。

（共同利用掛）

2. 利用者ファイルの取り扱いについて

1. 継続申請した場合

ファイルは、課題番号に付属のものです。継続申請を行うとファイルも自動的に継続となり

ます。

2. 継続申請しない場合

ファイルは、 4月30日（木）に消去しますので、ファイル利用者は特に御注意願います。

所属部局等の変更で、継続申請ができなく新規申請をされる方でも、ファイルにリード・パ

ーミッションを付けておけば、 4月30日までは新課題番号に移行できます。ただしファイル

にリード・パーミッションを付けられるのは、 3月 30日（月）までです。

（共同利用掛）

3. 研究開発計画の公募について

大型計算機センターの計算機システムは、これからも逐次拡充を図る予定です。ハードウェア

はめざましい技術の発展と共に拡充されますが、ソフトウェアはセンターだけの力ではなかなか

拡充できず、宝の持さ腐れともなりかねません。

研究開発計画は、このことがない様に広く利用者からセンターの計算機システムの利用に関し

て利用者に役立つもの、システムの運用に役立つものを募集します。

センターの利用有資格者であれば誰でも応募できますので、次の要領によって応募されること

を期待しています。

応 要 領

1. 研究開発課題の対象

(1) 基礎及び応用プログラム開発に関するもの

(2) 計算機言語に関するもの（クロスコンパイラーの開発など）
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(3) 計算機利用に関するもの（各種のユーティリティ・プログラム作成など）

(4) プログラム・ライプラリーの書き換え、改良及び、精度、信頼性の検定

(5) 学術文献データベース⑪開発、作成

などで、センターの計算機システムの利用に関して利用者に役立つもの、システムの運用に

関して役立つものです。

2. 応募資格

センター利用有資格者

3. 応募方法

研究開発計画申請書（センターにあります）を共同利用掛に提出してください。

4. 締切日

昭和 56年3月31日（火）

（締切日以降において、開発計画があれば、随時申請してください。）

（共同利用掛）

4. カードロッカーの整理及び新年度の予約について

年度切替えに伴い学内用カードロッカーを整理（移動）いたしますので学内用カードロッカー

の利用者は、 3月20日（金）までに御手数でもカード等をお持ち帰り願います。

なお、期限を過ぎた場合は不要なものとみなし廃棄処分いたしますので十分御留意下さい。

56年度の第 1期 (4月-6月）の受け付けは 4月 1日（水）より行いますので、希望者は利

用者受付で手続きしてください。 （学外利用者の更新手続きについては電話でも受け付けます。）

できるだけ多くの人に使って頂くため、ロッカーの利用は 1人につき 1個に限ります。

また、カードは指定された場所以外（ロッカーの上、床等）に放置しないよう御注意願います。

カードの紛失等についてはセンターで責任を負いませんので御了承願います。

3/ 20 3/31 ％ 

ヽ ／ ヽ

ヽ , 
ヽ

整理期間
., 

学内用ロッカー
利用期間

（この期間は利用
受け付け及び利用期間

できません）

’ヽ

学外用ロッカー
利用期間

/ 

／ 

ヽ

受け付け及び利用期間

I 
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万が一、ロッカーに余裕がなくなれば学外及び吹田キャンパス外の利用者から優先許可するこ

とがありますので御了承願います。

（共同利用掛）

5. 昭和56年度プログラム相談員の募集について（再掲載）

センター内のプログラム相談室では、毎日一定時間内に、プログラム上の問題やセンター利用

全般についての相談に応じています。十分なプログラム相談を行うには、毎年相当数のプログラ

ム相談員が必要です。

センターでは、昭和56年度のプログラム相談員を下記の要領で募集いたしますので御協力い

ただける方、われと思わん方は是非応募くださるようお願いいたします。

記

資 格：当センターの利用有資格者

期 間：昭和 56年4月～昭和57年3月（前後期各々半年も可）

内 容：利用者からのプログラム相談、当センターで週 1回 2時間（隔週でも可）

月～金 土

① 10:00-12:00 C水曜日は除く） ① 10 :oo ,_ 12 :oo 
② 1:00- 3:00 

⑧ 3:00- s:oo 

待 遇： 1. 利用負担金の一定額免除

ィ．任期 1年の方 14万円相当（隔週担当の場合は 7万円相当）

ロ．任期半年の方 7万円相当( " 3.5万円相当）

2. マニュアルを一定限度まで無償配布

3. プログラム相談室の端末の利用

4. センター内の研修会、講習会の優先参加

応募方法：応募用紙が当センター、豊中DSにありますので必要事項記入のうえ下記宛提出して

ください。

〒565 吹田市大字山田上

大阪大学大型計算機センター共同利用掛

9 切：昭和 56年3月31日
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伍~·~-↑臼位輌晨屈砧三鴫箪直
応募用紙の請求及び不明な点については、センター共同利用掛 CTEL 06-877-5111 

内線2817)までお問い合せください。

（利同利用掛）

6. 端末設置申請に関する説明書の発行について

近年安価な端末が多数市場に出まわり、センターの利用形態もバッチ利用に比べ、オンライン

利用 (TSS、リモートバッチ）がおいつく様な延び率で利用されています。

これから端局を設置しようと思われる利用者のために、「端局設置申請に関する説明書」を発

行しました。この説明書には、オンラインシステムの概要から専用回線端局に関する手続きまでわか

りやすく説明してありますので、端局設置を考えておられる利用者は一読してください。

なお、本説明書はセンター利用者受付にありますので必要な方は利用受付けに申し出てくださ

し、0

（共同利用掛）

7. 昭和55年度計算機利用報告書の提出について

利用者は、研究課題ごとに計算機を利用した結果、又は経過の報告書をセンターに提出するこ

とになっています。

利用報告書用紙に必要事項を記入のうえ 4月末日までに当センター共同利用掛に必ず提出して

くださし沿

なお、継続申請される利用者は、継続申請時に計算機利用報告書を添えて提出してください。

（共同利用掛）

a 科学研究費による利用期限について
(1) 今年度の科学研究費による計算機利用の期限は、 2月14日（土）までです。利用期限を過ぎ

ますと課題番号及び利用者ファイルは直ちに消去いたしますから、ファイル利用者は特にご注

意ください。

なお、ファイルの内容が必要な方は、 2月14日までに磁気テープヘセープするか、現在使

用中の課題番号（科研を除く）のファイルヘ移行してください。センター側ではファイル移行

の作業等はおこないませんので利用者側で移行してください。

(2) 再計算ジョプの申出についても 2月14日までとします。

(3) 2月分の計算機利用負担金請求は、 3月14日までに各経理責任者宛に納入告知書を送付し

ますので、期限までに納入してください。
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{4J IDカードを利用している方は、利用期限を過ぎますと同カードは使用できませんので必ら

ず利用者受付に返却してください。

（共同利用掛）

9. サーピス時間の延長について

入出力棟におけるサービス時間及びセンター外からのオンラインサービス時間を下記のとおり

延長しますので御利用下さい。

なお、土曜日については従来どおり 12時までとします。

記

1月 12日（月） -2月27日（金）
｛ 入出力棟
オンラインサービス

3月のサービス時間については、おってお知らせします。

（注意）

22:00まで

24:00まで

17: 00以降のサービスについては、自動運転処理装置により、計算機を作動していますので

システム・ダウンが起これば、システム・ダウン後は、サービスを中止しますので御了承願いま

す。
（業務掛）

0 2月11日（水）が祝日にあたりますので 12日（木）の午前中に保守点検をおこないます。し

たがって 2月12日（木）は 13時よりサービスを開始します。

（業務掛）

10. オープン磁気テープ装置利用者へ

昭和56年3月末に、オープン磁気テープ装置の記録密度が一部変更されますので御留意くだ

さい。

ォープン磁気テープ装置構成

システム トラック数 記録密度 CBPI) 台数

9トラック 1 6 0 0 ／ 6 2 5 0 3 

システム I 
7トラック 800 1 

システム I[ 9トラック 1 6 0 0 / 6250 2 
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なお、 9トラック 800C BP I)のオープン磁気テープ装置利用者は3月末までに9トラッ

ク 1600/6250 C BP I)にコピーしたうえ使用してください。

ただし、ミニコンビューター等で9トラック 800(BPI)の磁気テープを使用されたい方

は、システム管理掛• 吉崎（内線2810)まで相談してください。

（システム管理掛）

11, $FRESEコマンドの注意事項について

センター・ニュースNo.39 (昭和55年11月発行）において、 $FRESEコマンドについ

て説明いたしましたが、一部説明が不足していましたので次の注意事項を補足いたします。

（注意事項）

(1) $FRESEコマンドが扱うことのできるソース・プログラムの制限。

a- ソース・プログラムの形式が標準であること。 (NFORM) 

b- ソース・プログラムに行番号があること。 (LNO)

C• ソース・プログラムはステップ数5000以内、行き先番号の延べ数2000以内

であること。

(2) デバック行は注釈行とみなし、構文解析の対象から外す。

(3) $FRESEコマンド実行後に、 $FORMコマンドを実行させると、エラーメッセー

ジ(NO END STATEMENT FOUND)が出力される場合がありますが、

プログラムを実行するに際して支障はありません。

（システム管理掛）

12. FORTRAN(V)でのOPTZオプション禁止解除について

速報No.7 7でお知らせしましたFORTRAN(V)でのOPTZオプションの使用禁止を解除

します。

OPTZオプションを指定することにより、最適化機能が働きますので御利用ください。

＜速報No.00< 1901. a 1 s>より＞

1. 年度切替え時における業務について

年度切替え作業及び定期保守のため 4月1日（水）は、計算サービスを休止しますので御了承く

ださしヽ。

なお、 3月31日（火）サービス終了時に未出力の計算結果については、すべてセンターに強制出
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|「速報」及び「お知らせ」の集録

力し返却棚に返却しますので、不要な結果は 3月31日までにキャンセルしてください。

◎4月1日（水）のサービス状況

ローカル・バッチ 休 止

オンライン・サービス 休 止

デマンド出カ・サービス 休 止

入出力棟・ サービス 休 止

ドラフター 平常通り

媒体変換装置室 平常通り

オープン・パンチ室 平常通り

（ 務掛）

2. サーピス時間の変更について

入出力棟におけるサービス時間及びセンター外からのオンライン・サービス時間を下記のとお

り変更しますので御留意ください。

なお、土曜日については従来どおり12時までとします。

記

3月2日（月）-3月13日（金） 入出力棟及びオンライン・サービス 22: 00まで

3月15日（月）-3月31日（火） 入出力棟及びオンライン・サービス 20: 00まで

4月からのサービスについては、平常 (19:00まで）どおりです。

（注意）

17: 00以降のサービスについては、自動運転処理装置により計算機を作動しますのでシステム

・ダウンが起こればシステム・ダウン後は、サービスを中止しますから御了承願います。

（業務掛）

3. I Dカードの更新について

継続申請を行うと、 IDカードは、昭和56年度も引き続き利用できますが、入出力棟への入館

はIDカードに有効期限 (81年3月31日｀）が書き込まれているため、 4月 1日以降は入館できま

せん。来年度も引き続き入出力棟を利用される場合は、 IDカードの有効期限を更新しますので、

IDカードを持参のうえ当センター利用者受付までお越しください。

なお、 IDカードの更新受付開始は 4月2日（木）から行います。

また、今年度で計算機利用を終了する方は、ご面倒でも IDカードを当センター利用者受付ま
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で返却してください。

（共同利用掛）

4. 手書きOCRシステムの利用方法の変更について

従来、手書きOCRシステムの利用は、コーディングシートのイメージをフロッヒ°ィディスク

に登録していましたが、 3月よりオンラインで利用者の指定したパーマネントファイルに登録す

るように変更いたしました。コーディングシートのイメージ修正等は従来通りですが、オンライ

ン接続になったことに伴って多少操作方法が異なりますので、詳細については、下記担当者まで

問い合せてください。

なお、今回の仕様変更によりフロッヒ゜ィディスクは不要になりますので、利用者の方はコーデ

ィングシートのみを用意していただければ簡単に利用できます。

（業務掛北本昇ー内線2810)

5. 他利用者からのファイル移行について

今年も年度末が近づくにつれて、 「卒業や人事異動等で56年度も引き続き利用できない利用者

のファイルを、自分のファイルにコビーしたいのだがどうすれば良いか」と言う問合せが数多く

あります。

このような場合、今までは「リードバーミッションを付けてファイルを呼び出しコピーしてく

ださい」と答えていましたが、この時ファイルの数が数十個もあると非常に面倒になります。そ

こで磁気テープに一時ファイルを退避させ、自分のファイルに復元させる方法により一度にファ

イルを移行できるようになりましたので御紹介します。

この方法は、磁気テープを使用しますので磁気テープを用意してください。以下A利用者のフ

ァイルをB利用者に移行する例をのせます。

1カラム

$

＄

$

 

8カラム

JOB 

FILSYS 

TAPE9 

USERID A課題番号＄パスワード CA利用者の課題番号とパスワードを指定する）

SAVE 

LIST 

＄
 

A課題番号

A課題番号

$ FILSYS 

TAPE9 

大阪大学大型計算機センターニュース

16カラム

B課題番号＄パスワード， D (磁気テープを使用するので
必ずDを指定する ） 

PS, X 1 S,, 9 9 9 9 9 , , SAVE, 3 , DEN 16 

(A利用者の課題番号を指定する）

（ 同上）

P R, X 1 D, , 9 9 9 9 9 , , R E S TOR , 3 , D EN 16 
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USERID A課題番号＄パスワード(A利用者の課題番号とパスワードを指定する）

RESTORE A課題番号， NEWNAM/B課題番号／

変換し復元する ） (A利用者の課題番号をB利用者の課題番号に

LIST B課題番号 (B利用者の課題番号を指定する）

$ ENDJOB 

***EOF 

（注意） B利用者にA利用者のと同じファイル名がある時は、ファイルを移行したあとは前内

容は破壊され、移行したファイルの内容となりますので注意してください。

（業務掛）

6. 画像処理サプルーチン・パッケージ SPI DERの利用開始について

このたび、当センターでは、電子技術総合研究所で開発された、画像処理サブルーチン・パッ

ケージSPI DER C Subroutine Package for Image Data Enhancement and 

Recognition)を登録しました。詳細については、下記担当者まで問い合わせてください。

（研究開発部多喜正城内線2837)

7. 昭和56年度計算機利用申請書の取扱いについて（再掲載）

8. 利用者ファイルの取り扱いについて（再掲載）

9. 昭和55年度計算機利用報告書の提出について（再掲載）

10. カードロッカーの整理及び新年度の予約について（再掲載）

＜速報No.81 (1 981. 4. 1 0)より＞

1. 利用者講習会の開催について

利用者講習会を下記のとおり開催いたしますので、参加希望者は各講習会の申込要領により申

込んでください。

なお、今年度の利用者講習会の予定につきましては、 「センターニュースふ40(1981-2発

行）を御覧ください。

・(1) システム紹介、ジョプ制御言語

0 日時等：
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月 日 時 間 夕 イ 卜 ）レ 内 六合

1 0 : 3 0 0センターの概要

5月 7日
l システムの運用について 0システムの紹介

1 2 : 0 0 0サービス内容

1 3 : 3 0 ジョプ制御言語について o FORTR駅ジョブを中心
（木）

-FORTR駅ジョプを にジョプ制御言語の機能、l 

1 6 : 0 0 中心に一 規則を説明する。

O講 師： 研究開発部藤井護 「システムの運用について」

システム管理掛 森畑 豊 「ジョブ制御言語について」

0場 所： 当センター講習室 (2階）

O定員： 6 0名

O受講対象： 初めてセンターを利用する者

0 テキスト： 「利用の手引き （昭和56年 4月発行）」 「ジョプ制御言語の手

引（昭和55年12月発行）」（お持ちの方は御持参ください。）

O申込期間： 4月 1日～ （定員になり次第締め切ります。）

0 申込先： 当センター利用者受付 (06-877-5111内線 2814)

(2) FORTRAN関係

0 日時等：

月 日 時 間 夕 イ 卜 ）レ 内 容

0AC0S FORTRAN 

5月 8日 1 0'. 3 0 がJISFORTRAN 

l FORTRAN （水準 7000)から拡張さ

（金） 1 2 : 3 0 れている部分を中心に説

明する。

1 3 : 3 0 FORTRANジョプのエラ
oFORTRANジョプで起

こしやすいェラ の原因
l ーメッセージとデバック機

1 5 : 0 0 能について
とその対策

5月 8日
0エラーメッセージの見方

oFORTRAN装置番号と

周辺装置の関係
（金） 1 5 : 1 5 

0書式つき・書式なし入出
l FORTRAN入出力技法

力
1 7 : 0 0 

o順編成・直接編成ファイ

ルの入出力
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O講 師： 研究開発部大中幸三郎 「FORTRAN」

” 後藤米子 「FORTRANジョプのエラーメッセージにつ

いて」

システム管理掛 吉崎 幸二 「FORTRAN入出力技法」

0場 所： 当センター講習室 (2階）

O定 員： 6 0名

O受講対象： FORTRAN文法習得者 (FORTRANの文法は説明しません。）

0 テキスト・． 当日配布します。

O申込期間： 4月 1日～ （定員になり次第締め切ります。）

0 申込先： 当センター利用者受付 (06-877-5111内線 2814)

(3) 仮想記憶関係

0 日時等：

月 日 時 間 夕 イ 卜 Jレ 内 六合

1 0 : 0 0 oACOSの仮想記憶につ
l 仮想記憶について

1 1 : 0 0 いて解説

1 1 : 0 0 仮想記憶用 O仮想記憶用FORTRAN

5月 18日 I のプログラム技法につい

1 2 : 3 0 FORTRAN て説明する。

1 3 : 3 0 仮想記憶用 O仮想記憶を使用する時の

（月） l ジョプ制御言語について

1 5 : 3 0 ジョプ制御言語について 説明する。

1 5 : 3 0 仮想記憶用 0仮想記憶用FORTRAN

l 入出力技法について説明

1 7 : 0 0 FORTRAN入出力技法 する。

O講 師： 研究開発部藤井護 「仮想記憶について」

” 大中幸三郎 「FORTRAN」

システム管理掛森畑豊 「ジョプ制御言語について」

” 吉崎幸二 「FORTRAN入出力技法」

0場 所： 当センター講習室 (2階）

O定 員： 6 0名

O受講対象： FORTRAN文法習得者で仮想記憶の利用を予定されている方。

0テキスト： 当日配布します。

O申込期間： 4月 17日～ （定員になり次第締め切ります。）

O申込先： 当センター利用者受付 (06-877-5111内線2814)

（共同利用掛）
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~ 皐』t 榊~疇i藷R曲籠畑I、鼻箪［州
2. 大型計算機利用に伴う利用者旅費について

遠隔地利用者が、センターに出張して計算機を利用する場合には、利用者旅費支給の制度があ

ります。利用者で旅費の支給を希望する場合は、下記要領によりセンター所定の申請書（昭和56

年度から様式を変更）を提出してください。（大学院生及び科学研究費による利用者は旅費は支

給できません。）

なお、最近、鉄道運賃等の値上げにより旅費予算が年々窮屈になってきております。したがっ

て年度途中において予算額を超過する見込みであれば、出張回数を制限することがありますので、

あらかじめ御了承願います。

記

日帰り旅行•…••第 5 、第 6 地区で京阪神地区の利用者（注参照）は、日帰り旅行申請書

を利用希望日の 3日前までに当センター共同利用掛まで提出してくださ

い。（日帰り出張回数は、 1人当り月 5回以内とします。）

宿泊を伴うもの•…••京阪神地区以外の利用者は、申請書を利用希望日の 2 週間前までに当セ

ンターに到着するように所属連絡所及び所属地区協を通じて提出してく

ださい。（センター滞在日数は、 3日以内で月 1回に限ります。）

0 出張利用の承認人数は、 1日3名以内とします。

0旅費は、後日、銀行振込みにより送金します。

0 出張利用に関する問い合わせは、センター共同利用掛 (06-877-5111内線2817)

までお願いします。

（注） 京阪神地区の利用者（日帰り旅行適用者）は次の連絡所に所属する者

（第6地区） 大阪府下の全連絡所

奈良県下 ，9 

兵庫県下（姫路工業大学、兵庫教育大学を除く）の全連絡所

和歌山県下（和歌山高専を除く）の全連絡所

（第5地区） 京都府下（舞鶴高専を除く）の全連絡所

滋賀県下（滋賀大学（彦根市）、滋賀県立短大を除く）の全連絡所

（共同利用掛）

3. MATH LI B-6とセンター・ライプラリーについて

下記の事項について 5月6日(J.k)からサービスを変更いたしますので御承知ください。

(1) ACCOMモードの廃止

昨年 6月から 11月まではバッチ処理、 12月以降はバッチ処理とTSS処理の双方について
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ライブラリーの利用頻度統計をとっていますが、 ACCOMモードは使用量が皆無です。したが

って、 MATHLIB-6とセンター・ライプラリーのACCOMモードを廃止します。今後、

ACCOMモードを必要とされる方は、ソース・プログラムが公開されているものはソース・プ

ログラムで御利用ください。ソース・プログラムが非公開のものについては、研究開発部（大

中、内線2836)まで御相談ください。

(2) MATHL I B-6のノ}ゞ ージョンアップ

以下のサプルーチンが追加、修正となります。追加されたものの使用法の資料はプログラム

相談室にあります。なお、修正されたものの使用法は従来と同じです。

夕 イ 卜 Jレ サプルーチン名 備 考

ヒストグラムー 2 SOHIS2, WOHIS2 
追
プロット 3 S0PLT3, WOPLT3 X-Yプロット複数ページ

ソート（対） S1S0R3, W1S0R3 2次ソート可
加
ソート（ ） S lSORI, WlSORI SlSORI とWlSORI は全く同—

ソート S 1 SOR 1, Wl SOR 1 
｝高速化修 ソート（対） S1S0R2, W1S0R2 

直線回帰ー 1 S4LIN1, W4LIN1 

｝精度向上
直線回帰ー2 S4LIN2, W4LIN2 

正 重回帰 S4MRG1, W4MRG1 
多項式回帰 S4P0L1 

(3) Vモード用MATHLIB-6

VかつHEXモード用のMATHLIB-6が使用可能となります。バッチ処理におけるファイ

ル・コードはMV、TSS処理におけるUMC/ファイル名はLIB/MLIBV、コンパイル・オ

プションはV、HEX、NOPTZ、ROUNDです。外部仕様はRモード用と同一ですが、使用

できないものが 20個ある他に、 (2)に記した追加、修正は未了です。

使用できないサブルーチン

SPPRIN, SPSINT, SILSQP, SLMLNL S2GEOL S4MRGL 

S4P0L1, S5CANL S6P0W2, WPPRIN, WPS INT, WILSQP, 

WLMLNl, W2GEOL W4MRGL W4POLL W5CAN1, W6POWL 

W6POW2, V6FFT1. 

なお、 VかつBINモードをサービスする予定はありません。

(4) センター・ライプラリーのソース・プログラムの公表方法の変更

現在、 UMC"CLIBSOURCE"の下に、 "HEX''、"BIN"というカタログをもうけ、

各カタログの下にプログラム名をファイル名として登録しています。センター・ライブラリー
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以外にSALSのソース・プログラムも同じUMCの下に入っており、今後ともソース・プログ

ラムの公表されるものがふえることが予想されます。したがって、ソース・プログラムの管理

を統一するために、 UMC名とカタログ名を下記のように変更します。

UMC名 CLIBSOURCE → LIBSOURCE 

カタログ名 HEX→ CLIBH , BIN→ CLIBB 

上記の変更にともない、利用方法も次のようにかわります。

バッチ処理

1

$

 

8 

CPROC ~:B/UH>}.. {§tlド旦｝，プロクラム名
TSS処理

*{籠且詞｝△ LIBSOURCE/~tl罰 ／プログラム名， R

OLD 
｛｝  

(5) センター・ライプラリーの一覧表の利用方法の変更

(4)に述べた変更にともない、センター・ライプラリーの一覧表の入っているUMC、ファイ

ル名を下記のように変更します。

UMC名 CLIBSOURCE→ LIBSOURCE 

ファイル名 TABLE 132→ CT132, TABLE80→ CT80 

したがって、一覧表の出力方法も次のようにかわります。

バッチ処理

1

$

 

8 

CPROC 

16 

LIB/ {言冒｝
TSS処理

* {醤訂NT}△LIBSOURCE / {汀冒},R 
（研究開発部）

4. ジョプ制御言語$GO文のオプション変更について

5月6日（水）よりVかつHEXモード用のMATHLIB-6がサービスされることに伴い、 $GO

文のオプションも同時に下記のように変更になります。ライプラリ利用者は特に御注意ください。

0オプションには次のものがある。下線の引いてあるのは標準オプションである。

R :Rモードでコンパイルされたオプジェクトの結合・実行を行う。
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|「速報」及び「お知らせ」の集録I
V :vモードでコンパイルされたオプジェクトの結合・実行を行う。

HEX : 16進モードでコンパイルされたオプジェクトとライプラリの割り当てを行う。

BIN :2進モードでコンパイルされたオプジェクトとライプラリの割り当てを行う。

MLIB:MATHLIB-6を使用する。

CLIB: センター・ライプラリを使用する。

DLIB: ドラフタ・ライプラリを使用する。

GLIB: 三次元グラフィック・ライプラリを使用する。

XLIB: ディジタル・プロッタ・ライプラリを使用する。

SLIB: 最小二乗法ライプラリを使用する。

提供されていないライプラリのオプションを指定した場合、そのオプションは無視される。

O使用例

Rかつ16進モードのMATHLIB-6を使用する

ー 8
 

16 

$ LIBRARY MH 

$ FORTRAN R,HEX 

l ソースプログラム

＄
 

GO R, HEX,MLIB 

Vかつ16進モードのMATHLIB-6を使用する

ー 8
 

16 

$ FORTRAN V,HEX 

l ソースプログラム

＄
 

GO V, HEX,MLIB 

Rかつ16進モードのセンター・ライプラリとMATHLIB-6を使用する

ー 8
 

16 

$ LIBRARY CH,MH 

$ FORTRAN R, HEX 

l ソースプログラム

＄
 

GO R, HEX, CLIB, MLIB 

ディジタル・プロッタ・ライプラリを使用する

ー 8
 

16 

$ LIBRARY XB 

$ FORTRAN R, BIN 
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l ソースプログラム

＄
 

GO R, BIN, XLIB 

注 1. Vモードでライプラリを使用する場合、 $LIBRARY文は不要です。

2. Vモードで利用者ライプラリを使用する場合、 $GO V文では使用できません

のでセンター発行の「ジョプ制御言語の手引」を参照してください。

3. センターでサービスされているライプラリのファイル名一覧表

ライプラリ名 コンノ~)レ•モード ファイル・コード ファイル名

R, HEX MH  LIB/MLIBH 

MATHLIB-6 R, BIN MB LIB/MLIBB 

V, HEX MV LIB/MLIBV 

R, HEX CH LIB/CLIBH 
センター・ライプラリ

R, BIN CB LIB/CLIBB 

R, HEX DH LIB/DLIBH 
ドラフタ・ライプラリ

R, BIN DB LIB/DLIBB 

三次元グラフィック・ライプラリ R, BIN GB LIB/GLIBB 

ディジタル・プロッタ・ライプラリ R, BIN XB LIB/XLIBB 

最小―乗法ライプラリ 応 HEX SH LIB/SLIBH 

5. 昭和55年度課題番号（旧課題番号）のファイル移行について

昭和 56年度の継続申請は、 3月31日で締切りましたが、身近かな方で、継続申請を忘れフ

ァイルの取扱に困っている利用者がおられると思います。旧課題番号の下に作成したファイルは、

4月30日までシステムに保存してありますので、下記の要領で昭和56年度の新課題番号の下

に移行することができますから御利用ください。

ムラ力l

$

＄

$

 

8カラム

JOB 

FILSYS 

TAPE9 

16カラム

新課題番号＄パスワード，D(磁気テープを使用するので
必らずDを指定する ） 

PS, XIS,, 99999,, SAVE, 3, DEN16 

USERID 旧課題番号＄パスワード (55年度の旧課題番号とパスワードを指定する）

SAVE 

LIST 

旧課題番号

旧課題番号

C 55年度の旧課題番号を指定する）

（同上 ） 

$ FILSYS 
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＄
 

TAPE9 PR, XlD,, 99999,, RESTOR, 3, DEN16 

USER ID 旧課題番号＄パスワード(55年度の旧課題番号とパスワードを指定する）

RESTORE 旧課題番号， NEWNAM/新課題番号／

（旧課題番号のファイルを新課題番号のファイルに

変換し復元する ） 
USERID 新課題番号＄パスワード(56年度の新課題番号とパスワードを指定する）

LIST 

＄ 

***EOF 

(56年度の新課題番号を指定する）

ENDJOB 

（注意） 新課題番号に旧課題番号のと同じファイル名がある時は、ファイルを移行したあと

は、前内容は破壊され、移行したファイルの内容となりますので注意してください。

「ロ゚3 月4 は～｛ 
～
 
～

限

期

～

～
 
｛

麟

｝

～
 

｛
 

のプョ
｝

｛
 

ジのこ

｝ロ
6. SMS (Shared Mass Store)機能の運用開始について

5月6日（水）より、のびのびになっておりましたSMS機能（利用者パーマネント・ファイル

のシステム I・II間での共用）の運用を開始いたします。この機能により、利用者のパーマネン

ト・ファイルはシステム I• IIを意識することなく、どちらからでも今までどおり自由に使用す

ることができます。ただし、ジョプの問い合わせ、結果の取り出しについてはシステム・ファイ

ルを共用することはできませんので、ジョプを投入されたシステムで行うことが必要です。

7. システムrrの利用者パーマネント・ファイル消去について
SMS機能の運用開始によりシステムJIの利用者パーマネント・ファイルは5月2日のサービ

ス終了後、全て消去いたします。システムJIのファイルが必要な方は 5月2日までに磁気テープ

に退避し、 6日以降に復元処理を行ってください。システム I. JIで同じファイル名を使用され

ている方は復元処理時、以前の内容が破壊されますので特に注意してください。
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a SA LS II (最小二乗法標準プログラム）の制限解除について
TSS使用下で、 SALSのサプルーチン数に制限がありましたが、このたび、制限がすべて

解除になりましたのでお知らせします。

9. システムの保守日について

毎週水曜日は保守点検を行っていますが、 4月29日（水）は祝日にあたりますので 4月30日

（木）の午前中を保守点検日といたします。そのため4月30日のサービス開始は 13時より行い

ます。

10. カードロッカ一の利用について

昭和55年度末にカードロッカー室の模様替えを行い、学内利用者用カードロッカーを27 0 

個用意しました。希望者は 1階利用者受付でカードロッカー受付簿に必要事項を記入のうえ、使

用票（黄色）を各自名札入れに入れて使用してください。できるだけ多くの利用者に使って頂く

ため、カードロッカーの利用は 1人 1個に限ります。

なお学外利用者用カードロッカーは、滞在者控室に60個用意してありますので学内用と同様

に手続のうえ利用してください。

また、最近カードの紛失が多くみられますので、カードは指定された場所以外（ロッカーの上、

床等）に放置しないよう御注意願います。カードの紛失等についてはセンターで責任を負いませ

んので御了承願います。

1 1. 再計算ジョプとファイル課金の取り扱いについて

再計算ジョプ（センター側のソフトウェアのエラー、ハードウェアのエラー、オペレーション

・ミス等により問題が生じたジョプ）等による残額調整は、毎月の 10日頃に行います。

ファイルについての課金は、月ごとになっておりますので、毎月 5日までに課金いたします。

それ以後のファイル申請及び月の途中にリンク数変更があった分については、月末に課金いたし

ます。

上記のような理由により、バッチ出カリストの使用金額表示、 TSSログオン時の残額表示は、

概算的なものです。センターから送付する利用通知書の金額が確定したものですので御注意くだ

さし'o

12. 昭和 56年度プログラム相談員の募集について（再掲載）………省略
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センターだより

プログラム交換のページ

もし、皆様がプログラムを「譲りたい」 「求めたい」と思われたら、次の投稿記入項目の必要

個所を記入し、本センター共同利用掛へ送付して下さい。

できる限り、最新のセンター・ニュースに掲載します。

このページをプログラム公開と譲り受けの場として気軽に御利用下さい。

※ 1. 要望

プログラム交換のページの投稿記入項目

※印の付いた項目は必ず記入して下さい。

〔譲ります〕か〔求めます〕かいずれかを記入。

※2. プログラム名

内容を示す名前（例えば連立一次方程式数値解法）と引用する時の名前（例えばSLINEQ)

を記入。

※3. プログラムの内容又は解法

アルゴリズムの特徴について説明すること。例えばフ゜ログラム作成上で特に工夫された点があ

れば、それらを記入する。

※4. 利用者の義務

このプログラムを利用した仕事の公表に際して、その旨明記する必要があるのか否かについて

記入((¥譲ります”の場合のみ）

※5. プログラム作成者名、連絡先及び連絡方法

6. 現在このプログラムが利用されている、あるいはやがて利用されるであろう分野

例えば物理学•物性論、化学・高分子結晶解析など。

7. プログラム使用上の制限事項

データ入出力における周辺機器やオペレーション上の制約や情報を記入。あるいは、例えば最

大 100次元の連立一次方程式までしか解けませんなどのアルゴリズム上の制限なども記入する。

8. 使用されたプログラミング言語

FORTRAN, COBOL, ALGOL. PL/1など。

9. プログラム・ステップ数

例えば、ソース・カード・イメージでの枚数など。

10. プログラム実行時に必要な最大メモリー・サイズ

11. 代表的例題に対する計算所要時間
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12. プログラムの形式

コンプリート・プログラム、サプルーチン副フ゜ログラム、関数副プログラムなど。

13. プログラムの開発された計算機

機種名及びOSについて記入。

14. 利用可能状況

ソース・リスト、ソース・カード、マニュアル、計算例などのプログラム利用に関する情報の

整備状況について記入する。

15. 関連又は補助プログラム

16. 参考文献

備考 1. 詳細な書式については適宜の方法で結構です。

2. ※印以外の項目については不明又は不要と思われる場合は省略してもかまいません。

3. このページは利用者間のプログラム開発に関する情報交換のためのものです。したがっ

て、プログラムの交換についての具体的世話は大型計算機センターでは一切いたしません。

センター。ニュースの刊行時期について

大阪大学大型計算機センター・ニュースの刊行時期は、原則として 2月、 5月、 8月、 11月

の予定です。
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センターだより

オンライン。システムの概要並びに端末数の推移について

0 オンライン。システムの概要

オンライン・システムには、センター外の離れたところに置かれた端局機器とセンタ シス

テムをデータ通信の回線を用いて利用する専用回線方式と、電話回線を利用し、ダイヤルを回して、

センタ システムを利用する交換回線方式の2種類があります。また回線を通じて接続し利用

する方法には、次の 3つの形態があります。

1. リモート・パッチ・システム (RBS)

端局からパッチジョプのカードデックを投入し、センターで通常のローカルパッチジョプと同等に

処理させ、その結果を再び端局に一括出力することができ、処理結果はジョプ制御文の指定によりセ

ンターのプリンタ、パーマネントファイル、他の端局にも出力することができます。

また、ジョプの実行状況に対する問い合わせや打ち切りもできます。

2. 会話型リモート・バッチ・システム CCRBS)

端局から会話的に利用できる処理システムで、次のことが可能です。

0パッチプログラムの作成、更新及び投入

0 ジョプ出力結果の調査のための検索、あるいは操作

0バーマネントファイルの検査及び保守

3. タイム・シュアリング・システム CTSS)

端局から会話的に利用できる処理システムでFORTRAN、BASIC、ALGOL、PI/I、

COBOL74、APL等の言語が使用できます。

なお、本センターにおける主な接続方法の種類等は表 1のとおりです。

表 1 伝送制御手順と端末型式の種類

送制御手斎 レベル O レベル 2A レベル B

処理形態 TSS・CRBS RBSCTSS・CRBS) 

通信速度 300 300 2400 
1200 4800 

(b D S) 9600※3 1200 9600 
半 重 半 " 重

通信方式 半 重
’’ 

全 重 全 重

※ 2 ポーリング ボーリング

接続方式 コンテンション コンテンション

符号伝送方式 調 歩 式 調 歩 式
独 立 式

CSYN同期）
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ド JIS7単位
JIS7単位 J IS 7単位

コ
＋偶数パリティ ＋奇数パリティ

誤り訂正方式 手 動 再 送 自 動 再 送 自 動 再 送

回線種別 専用／交換 専用／交換 専 用

※ 1 
タイプフイタ型ス端プ末レ
キャラクタディ

N6300系データステーション型端末

端末型式 イ型端末 グラフィッ COMI-2インターフェイス型端末
クディスプレイ型端末

※ 伝送制御手順とは、端末型式等によって決まる手順の名称を言う。

※1 伝送制御手順と端末型式

レベル0・・・・・・タイプライタ型端末、キャラクタディスプレイ型端末、グラフィック

ディスプレイ型端末（ソニーテクトロ社の仕様に準じた端末）

レベル2A・2B・・・・・・N6300系データステーション型端末、 COMI-2インタ

ーフェイス型CN6240)端末

※2 接続方式の種類（概略）

ボーリング方式・・・・・・複合端末として利用する方式

コンテンション方式・・・・・・単一端末として利用する方式

※3 吹田構内のみ9600bqsで利用することができます。

以上オンライン・システムの概要を述べましたが、詳細については、 「端局設置に関する説明書

（昭和55年 12月）」を参照してください。

0 端末数の推移

過去5年間の端末数については、表2のとおりですが、年々の増加数を見てみると、専用回線は、

昭和51年度が46端末で55年度には 13 8端末と約3倍の増加、交換回線は、昭和51年度が

7端末で 55年度には 91端末の約 13倍に増えている。今後も端末数は増加することが予想され、

通信回線にも限度があり、利用者におかれましても、有効に回線を利用していただくため、いろい

ろ制約がでてくるものと思われます。

今後、各研究室で端末の設置について検討される場合は、あらかじめ、本センターと相談のうぇ

計画を立ててくださるようお願いします。
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表 2 過去5年間の端末数の推移

専用回線端数 交換回線
年度

端末
合 計 備 考

リモート端末 7SS端末

5 1 4 42 7 53 

5 2 10 45 28 83 

5 3 17 80 46 143 

5 4 24 97 65 186 

5 5 27 111 91 229 

（端末数）

llO 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

／ ／ ／ ／ ／ 

／
 

/
9
/
 

／
 

／
ー
／
/

-/

/

 

TSS端末

I/ 
／ 
／交換回線端末

／ 
／ ／ ／ 

----ー／
ー／
------ リモート端末

51 52 53 54 55 （年度）

（共同利用掛）
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センターだより

TSSコマンドの新設について
$HIST 

（概要）

キャラクタディスプレイ端末にハードコヒ°―装置を備えていない場合、システムとの会話

のやりとりが画面から消えてしまうと、さかのぽって見ることができません。これをサポー

トするために、システムと会話している状況を記録するコマンドである。

（コマンド形式）

コマンド名 パラメータの形式 パラメータの意味 機 能

$HIST な し コマンド入力以降のシステム

と会話している状況を記録する

状態にする。

$HIST OFF 「$HIST」を入力以降の会

話の記録を指定されたファイル

FI LE NAJvlE ? 
｛ファ:J洛/[;~:~] に出力する。なお、指定された

ファイルがパーマネントファイ

ルとして用意されていない時は

ファイル名：パーマネントフ テンボラリィファイル扱いとし

ァイルまたは
て出力される。テンポラリィフ

テンポラリイフ

ァイル ァイルはREMOVEまたはBYE

＊ ：カレントファイ
コマンドを入力すると会話の記録

Jレ は消去されますので、保存する

INC ：会話の記録 必要がある場合はPERM.:Jマンド

がすべて出
でパーマネントファイルヘコヒ°

力される。

また「INC」
ーしてください。

「EXC」を

省略した時

は「INC」
を指定した

問答 ものとみな

形式 される。

EXC ：システムから
の出力内容

のみをファ

イルに出力

する。

（注） 「FILENAME?」と問合せがきた時にフアイル名を指定区ょかった場合は、端末へそれま
での会話の記録が出力されます。
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（使用例）

*$HI ST ------------ー＿―-①
*FORTR N 
*AUTOX 
＊如
＊麟

壇悶
②
 

s 
*$HIST OFF-----------—③ 
FILE N幽 E ?_! 早—ー④
*LIST TEST--------- —⑤ 

*FORTR 
*AUTOX 
*0010 
*0020 
*0030 
*0040 

z
 

＼
 

*$HIST OFF 
FILE N幽 E ?TEST 

①

②

③

④

 

このコマンド以降、システムと会話している状況を記録する状態にする。

通常のTSS処理o

「$HIST」以降の会話の記録をファイルヘ出力指示を行う。

「$HIST」コマンド入力以降の⑨厄冦ぬ会話の記録が「TEST」（ファイル名）とい

うファイルに出力される。なお「$HISTOFF」は「$HIST」入力以降何回でも使用

できます。

⑤ LISTコマンドで会話の記録を端末に出力する。なお、 BPRIHTコマンドでセン

ターのラインプリンタヘ出力することもできる。

（注意事項）

1. 

2. 

N6300/50、N6300/20Nの端末は、このコマンドを利用することはでき

ません。

グラフィック端末で作図を行ってる場合は、会話の記録をとることはできません。
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$RESAVE 

（概要）

OLDコマンドによりパーマネントファイルをカレントファイル上に呼び出し、ファイル

内容を修正後もとのファイルに戻すためRESAVEコマンドを使いますが、修正する前の

ファイル容量（カレント ファイル サイズ）がlOOLLINKS使っていて、修正後の

ファイル容量がlOLLINKSに減少しても、 RESAVEコマンドではファイル容量は

小さくなることはありませんCIOOLLINKSのままである）。しかし$RESAVEコ

マンドにより、もとのパーマネントファイルに戻した場合ファイル容量は小さくなり、パー

マネントファイルを有効に利用することができます。

（コマンド形式）

コマンド名 パラメータの形式 パラメータの意味 機 能

$RESAVE ファイル名 ファイル名：既に存在する 指定されたパーマネントファ

パーマネント イルにカレントファイルの内

ファイル
容をセープする。

（業務掛）

大阪大学大型;1t麻機センターニュース -39- Vol. 11 No. 1 1981-5 



セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

辻 気 汁 唸 K 陸 i f 料 窓 t v 7 ー 1 1 ド ー X ー 4 0 |  

交
換
回
線
用
T
S
S
端
末

当
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
で
、
交
換
回
線
（
電
話
機
）
を
利
用
し
て
使
用
で
き
る
T
S
S
端
末
は
種
々
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

交
換
回
線
用
T
S
S
端
末
機
器
一

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
型

（
昭
和
5
6
年
4
月
現
在
）

Vol
. 11 No. 1
 

英
カ
ナ

通
信
速
度

価
格

端
末
機
器

行
字
数
用
紙

カ
プ
ラ

特
徴

問
合
せ
先

小
文
字
文
字

3
0
0
 
1
2
0
0
 

（
万
円
）

日
本
電
気

9
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス

日
本
電
気

ミ
ニ
プ
リ
ン
タ

N
M
3
0
0
0
 
△
 
△
 
8
0
 
普
通
紙
可
不
可
外
置

紐
テ
ー
ガ
均
プ
シ
ョ
ン
60
.0
 

(
2
 2
0
)
 4
79
1 

ボ
ー
タ
プ
ル
プ
リ
ン
タ
N
P
3
0
0
0
 
△
 
△
 
8
0
 
”
 
”
 
II 
内
蔵

II 
ボ
ー
タ
プ
ル

78
.0
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
プ
リ
ン
タ
N
B
3
3
0
0
△
 
△
 
1
3
6
 
”
 
II 

”
 
外
置
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
羽
根
型

85
.0
 

Ol
iv
et
ti
社

T
C
4
8
5
U
 

△
 
△
 
1
3
2
 
普
通
紙
可
可
外
置
紙
テ
ー
プ
、
カ
セ
ッ
ト
磁
気
テ
ー
::t
l.v
.「
プ
シ
ョ
70
.0
 
日
本
オ
リ
ベ
ッ
テ
）
ィ

ン
C
 2
 6
1
 
18
31
 

D
 
E
 C
社

D
E
C
 w
ri
te
ri
l 
L
A
3
6
 
◎
 

゜
1
3
2
 
普
通
紙
可
不
可
外
置
イ
ン
パ
ク
ト
式
プ
リ
ン
タ
，
7
X
9
ド
ッ
ト
マ
ト
リ

70
.8
 
D
E
C
日
本
支
社

ク
ス

(
3
6
4
)
2
3
6
4
 

D
E
C
 w
ri
te
rN
 
L
A
3
4
 

゜
゜
”
 
II 

”
 
”
 
”
 

II 
9
X
9
 
”
 

49
.0
 
住
友
商
事
(
2
2
 0
)
 6
77
6 

D
E
C
 w
ri
te
r皿
L
A
1
2
0
 
◎
 
◎
 
”
 
”
 
fl 
可
”
 
”
 
7
X
9
 
”
 

8
5
.
0
 
高
木
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

C
 4
4
1
)
 1
20
1 

1 9 8 1 - 5  



k - } こ 怠 t } な 翌 f 担 蒜 t v ヽ ー I I ド ー X ー 4 1 ーVol
. 11 No. 1 

英
カ
ナ

通
信
速
度

価
格

端
末
機
器

行
字
数
用
紙

カ
プ
ラ

特
徴

問
合
せ
先

小
文
字
文
字

3
0
0
 
1
2
0
0
 

C 万
円
）

T
 
I
 
社

si
le
nt
 

7
3
3
K
S
R
 

゜
゜
8
0
 
感
熱
紙
可
不
可
外
置
5
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス

52
.6
 
日
本
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス

7
3
3
A
S
R
 

゜
゜

(
2
4
5
)
 6
2
4
6
 

II 
8
0
 
”
 
”
 
II 

”
 

II 
8
9
.
0
 
高
木
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

II 
7
4
3
K
S
R
 

゜
゜
8
0
 
fl 

If 

”
 
II 

II 
5
3
.
0
 

(
4
4
1
)
 1
20
1 

シ
ー
エ
ー
ス
情
報
機
器

”
 

7
4
5
K
S
R
 

゜
゜
8
0
 
”
 
”
 
II 
内
蔵
”
 
ポ
ー
タ
プ
ル

6
5
.
0
 

(
3
4
1
)
3
8
4
5
 

O
M
N
I
 

8
2
0
K
S
R
 
◎
 

゜
1
3
2
 
普
通
紙
”
 
可
外
置
9
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス

8
5
.
0
 

T
E
L
E
'
I
Y
P
E
社

4
3
T
E
L
E
P
R
I
N
T
E
R
 

◎
 
X
 
1
3
2
 
普
通
紙
可
不
可
外
置
9
ワ
イ
ヤ
ー
マ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
印
字

5
0
.
0
 
日
本
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス

(
2
 4
 5
)
 6
24
6 

シ
ー
エ
ス
情
報
機
器

(
3
4
1
)
3
8
4
5
 

G
 
E
社

T
E
R
M
I
N
E
T
 
3
0
 

゜
X
 
8
0
 
普
通
紙
可
可
外
置
7
X
9
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス

日
本
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス

紙
テ
ー
プ
、
カ
セ
ッ
ト
磁
気
テ
ー
プ

82
.8
 

(
2
4
5
)
6
2
4
6
 

は
オ
プ
シ
ョ
ン

シ
ャ
ー
プ

シ
ャ
ー
プ
ラ
イ
タ
ー
0
2
6
1
K
S
R
 
◎
 

゜
1
3
7
 
普
通
紙
可
可
外
置
イ
ン
ク
ジ
エ
ッ
ト
方
式

8
1
.
0
 
シ
ー
エ
ス
情
報
機
器

-
0
2
6
4
 

紙
テ
ー
プ
は
オ
プ
シ
ョ
ン

-
1
1
1
.
0
 

(
3
4
1
)
3
8
4
5
 

1 9 8 1 ー 5



k - } [ k 蛉 汁 臨 ヰ 料 定 t v ヽ ー 1 1 ド ー X

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
型

|  4 2 ー i V o l .  1 1  N o .  1  198
1-5
 

英
カ
ナ
ス
ク
リ
ー
ン

通
信
速
度

価
格

端
末

器
x
行

カ
プ
ラ

特
徴

小
文
宇
文
字
ィ
ン
チ

3
0
0
 
12
00
 

（
万
円
）

ソ
ニ
ー
・
テ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社

4
0
0
6
-
1
 

X
 
X
 
1
1
 
7
2
X
3
5
 
可
可
外
個
ス
ト
レ
ー
ジ
タ
イ
プ
，
図
形
表
示
可
，

1
3
 0.
4 
ソ
ニ
ー
テ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

ハ
ー
ド
コ
ヒ
°
ー
オ
プ
シ
ョ
ン

4
0
1
0
 

゜
゜
”
 
”
 
If 

”
 
II 

”
 
”
 
”
 
2
0
9
.
0
 
(
9
4
7
)
 0
3
2
1
 

4
0
1
2
 

◎
 

゜
1
1
 

If 
II 

”
 
”
 
”
 

II 
II 

2
9
8
.
3
 

4
0
2
5
 

◎
 

゜
1
2
 
8
0
X
3
4
 
II 

”
 
II 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
•
II 

fl 
1
7
0
-
,
 

2
0
0
 

4
0
2
7
 

◎
 

゜
1
3
 

II 
II 

ff 

”
 
”
 
カ
ラ
ー
図
形

’’ 

4
2
0
-
,
 

表
示
可
，

4
3
0
 

D
 
E
 
C
社

V
T
l
O
O
V
I
D
E
O
 T
E
R
M
I
N
A
L
 
◎
 

゜
1
2
 
1
3
2
X
l
4
 
可
可
外
置
7
X
9
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス

6
8
.
0
 
D
E
C
日
本
支
社

8
0
X
2
4
 

(
3
6
4
)
 2
3
6
4
 

住
友
商
事 (
2
2
0
)
 6
7
7
6
 

日
本
電
気

N
6
9
5
0
 N
 

゜
◎
 
1
4
 
8
0
X
2
5
 
可
可
外
置
7
X
9
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
、
プ
リ
ン
タ
，

2
9
.
8
 
日
本
電
気

紙
テ
プ
は
オ
プ
シ
ョ
ン

(
2
2
0
)
 4
7
9
1
 

安
立
電
気

Q
X
8
5
8
0
 

゜
◎
 
1.
4 
8
0
X
2
4
 
可
可
外
置
9
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
．
プ
リ
ン
タ
，

5
 3.
0 
高
木
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

紙
テ
ー
プ
は
オ
プ
シ
ョ
ン

C
 4
4
1
)
 1
20
1 

D
D
Y
 8
6
A
 

◎
 
◎
 
1
4
 
”
 
”
 
”
 
”
 5
X
7
 
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
，
プ
リ
ン
タ

1
9
.
8
 

H
A
Z
E
L
T
I
N
E
 

1
5
0
0
 

゜
゜
1
2
 
8
0
X
2
4
 
可
可
外
置
7
X
l
0
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス

3
 9.
8 
シ
ー
エ
ス
情
報
機
器

C
 3
4
1
)
 3
8
4
5
 

1
4
 2
1
 

◎
 
X
 
”
 

II 
II 

”
 
”
 5
X
9
 
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス

31
.4
 



k H i k 唸 K 逗 t i - ． 姦 蒜 t v ヽ ー 1 1 ド ー X|
 
4
3
ー

英
カ
ナ
ス
ク
リ
ー
ン

通
信
速
度

価
格

端
末
機
器

字
X
行

カ
プ
ラ

特
徴

問
会
せ
先

小
文
字
文
字
イ
ン
チ

3
0
0
 
12
00
 

（
万
円
）

高
木
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社

T
E
-
1
0
0
-
C
 A
-
1
 

゜
゜
1
4
 
8
0
X
2
4
 
可
可
外
置
9
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス

1
4
5
.
0
 
高
木
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

◎
 

X
Y
プ
ロ
ッ
タ
付

(
4
4
1
)
 1
20
1 

T
S
S
プ
ロ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ
ム

゜
1
4
 
”
 
fl 

”
 
”
 
”
 
”
 

2
2
0
.
0
 

L
 
s
 I
 
社

A
工
M
-
3
A

◎
 

゜
1
2
 
8
0
X
2
4
 
可
可
外
置
5
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
，

3
 4.
5 
高
木
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

プ
リ
ン
タ
は
オ
プ
シ
ョ
ン

(
4
4
1
)
 1
20
1 

A
D
M
-
3
H
G
H
 

◎
 

゜
”
 
”
 
II 

If 
II 
9
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
，

8
8
.
0
 

ハ
ス
ク
技
研

2
0
1
0
 

X
 

゜
1
2
 
7
3
X
3
5
 
可
可
外
置
ラ
ス
タ
キ
ャ
ン
方
式
，
図
形
表
示
可

8
5
.
0
 
ハ
ス
ク
技
研

07
5 
C
 6
6
1
)
 2
66
2 

2
0
1
0
 B
 

◎
 
◎
 
1
4
 
7
4
X
3
5
 
”
 
II 

II 
5
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
”
 

1
2
 0
.0
 

ゼ
ネ
ラ
]レ

K
D
E
-
8
2
0
 

◎
 
◎
 
1
2
 
8
0
X
2
4
 
可
可
外
置
5
X
7
ド
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
，
プ
リ
ン
タ

24
.8
 
住
友
商
事 C
 2
2
0
)
 6
77
6 

◎
標
準
仕
様
0
オ
プ
シ
ョ
ン
△
一
方
の
み
標
準
x
不
可

V o l .  1 1  N o .  1  

・
カ
プ
ラ
欄
に
外
置
と
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
は
音
響
カ
プ
ラ
C
1
 2
万
-
1
5
万
円
）
の
価
格
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
購
入
時
に
機
器
価
格
以
外
に
諸
経
費
等
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

。
通
信
速
度
1
2
0
0
B
P
S
で
端
末
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
必
ら
ず
N
C
U
と
モ
デ
ム
C
V
A
D
I
C
社
）
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
プ
ラ
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
o

（
業
務
掛
）

1 9 8 1 ー 5



センターだよt

センター開発のTSSコマンド一覧
今までにセンターニュース、速報で広報されたセンター開発のコマンドを再掲いたします。この

中には他機関より譲り受けたコマンドも含まれています。

(1) 図形処理関係

コマンド パラメーターの形式 パラメーターの意味 機 能

$VIEW ドラフターの作図データファイル

の内容を解析しグラフィック端末

に出力します。

FILE NAME ？ ファイル名 利用者ファイル利用

ファイルコード テンポラリイファイル利用

FUNCTION ， C X y ディスプレイを始める絶対座標

CX,Y)。

RC X y ディスプレイを始める相対座棚

CX,Y)。

RF FCT スケーリング・ファクタを指定す

る（実数型）。

RO R 角度（度）回転する。反時計方向

復帰のみ 指定されている座標、スケーリン

グと角度を基にディスプレイを始

める。

s X y ディスプレイを始める絶対座標か

らCX,Y)までの範囲をディス

プレイする。

D 使用できるファンクションコマン

問答形式 ドをディスプレイする。

NO N シーケンス番号Nのみディスプレ

イする。

END $VIEWを終了する。

$DRAW FILE FILE: ファイル名又 作図データファイルの内容を、ド

はファイルコー ラフター作図ファイルに出力する。

ド

INPUT FILEN邸叡 ファイル名 作図データファイルをドラフター

ファイルコード 専用ファイルに、移送する。

◎ 終了する。

大阪大学大型計籾機センターニュース -44- Vol. 11 No. 1 198 



コマンド パラメーターの形式 パラメーターの意味 機 能

$.XVI郎 ディジタルプロッタの作図データフ

ァイルの内容を解析しグラフイッ

ク端末に出力する。

FILE NAME ， ファイル名 作図データファイルが既存してい

る利用者ファイル名を指定する。

FUNCTION ？ C X y ディスプレイを始める絶対座棚

CX,Y)。

RC X y ディスプレイを始める相対座標

CX,Y)。

RF FCT スケーリング・ファクタを指定す

る（実数型）。

RO R 角度（度）回転する。

復帰のみ 指定されている座棚、スケーリン

グと角度を基にディスプレイを始

める。

s X y ディスプレイを始める絶対座梱か

らCX,Y)までの範囲をディス

プレイする。

問答形式 D 使用できるファンクション・コマ

ンドをディスプレイする。

END $XVIEWを終了する。

(2) 言語関係

コマンド 機 能

$ L 1. 9 LIS P/1. 9サプシステムを呼び出す。

詳細については電子技術総合研究所のLISP US ER'S Manualを参照

されたい。

$WEST 構造的言語Westranのプログラムをコンパイルし、実行する。

C FORTRANサプシステムにおけるRUNコマンドに相当している。）

詳細についてはセンター・ニュース庇。 34(1979-8)の11Westranについで

を参照されたい。

$XXPL 言語処理プログラムの作成に便利な言語XXPLのプログラムをコンパイルし、

実行する。

詳細についてはセンター・ニュース庇38(1980-8)の IIプログラミング言語

XXPLの紹介 IIを参照されたい。
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(3) 8 0 8 0用クロスアセンプラ関係

コマンド パラメーターの形式 パラメーターの意味 能

$CA8080 〔｛ソース・ファイル｝ ソース・ファイル：マ 8 0 8 0系の78種類の命令を

,{マクロ・ファイル｝ イクロコンヒ゜ュータ 使用して記述されたソースプ

．｛ソ ス・リスト｝， ーのアセンプラ ログラムを入力してアセンプ

｛オプジェクト・プログ プログラムの入って ルし、 コードに変換し

ラム 〕 いるファイル。 てオプジェクト・プログラム

＊または省略時はカ として出力します。

レントファイル。

マクロ・ファイル：マ 詳しくはセンター・ニュ ス

クロ・プログラムの 庇 35(1979-11)の

入っているファイル。 IIマイクロ・コンヒ°ニータ

Nまたは省略時は使 8 0 8 0用クロスアセンプラ

用しない。 ーについて IIを参照されたい。

ソース・リスト：アセ

ンプル・リストの出

カファイル。 Nを指

定すると出力なしo

省略時は端末o

オプジェクト：機械語

の出カファイル。

プログラム： Tを指定

すると端末の紙テー

プパンチに出力

Nまたは省略時は出

力なし。
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(4) 改行指定に従って出力させるには

コマンド パラメーターの形式 パラメーターの意味 機 能

$FLIST ファイル名 ファイル名：端末に パーマネントファイルの内容を端

出力す 末に出力する。

るファ FORTRANプログラムで機番

イル 6、42の出力をパーマネントフ

ァイルに出力させて、そのファイ

ルの内容を出力させる場合には、

改行指定に従って端末に出力する。

※ 
RES 出カ一時停止後の再出力を指示すQUIT IS ACCEPT 

CRES,END,SKP)? る。

END 出カ一時停止後、 $FLISTコ

マンドの終了を指示する。

SKP 出カ一時停止後の出方スキップを

指示する。

SKIP RECORD N 出カスキップの数を指示する。指

INPUT? 
示した数の行数分が飛ばされて出

問答形式 力が継続される。なお、その指示

できる数は 7桁以内の数字。

$FPRINT ファイル名 ファイル名：センター パーマネントファイルの内容を

のライン センターのラインプリンタに出力

プリンタ

に出力
する。

するフ

ァイル

SEND BY MAIL YES センターのラインプリンタにファ

(YES OR NO)? イル内容は出力され、出力結果は

連絡所へ送られる。

NO デマンドファイルに出力される。

JOB CLASS E ファイルの内容の出力量に応じた

CE、B、B、C)? A ジョプクラスを指定する。

問答形式 B 

C 

※ BREAK キーを押した時のみにメッセージが表示される。
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(5) プログラムを見やすくするために

コマンド パラメーターの形式 パラメータ の意味 機 能

$FORM NFORM形式のカレントファイ

ルをFORM形式に再編成してく

れる。

$ FRESE m,n,m 1 ,n 1 m: 文番号(FOR カレントファイル内のFORTR

MAT文以外） ANプログラムの文番号を指定さ

の初期値省略値 れた初期値と増分に基き昇順化さ

は10 れた文番号に置き換える。

n : 文番号(FORM

AT文以外）の

増分

省略値は 10 

m1: FORMAT文の

文番号の初期値

省略値は 1000

n1: FORMAT文の

文番号の増分

省略値は 100

(6) センターからのお知らせ等

コマンド パラメーターの形式 パラメーターの意味 機 能

$NEWS n n: ニュース番号nの センターからのニュースを端末に

みを端末に出力 出力する。

する。

~ ENTER NEWS n 
ニュース番号を指示する。

NUMBER (X) ＠ $NEWSコマンドが終了する。

$SHED システムの処理状況を端末に出力

する。
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(7) TS Sとの会話の状況を記録するために

コマンド名 パラメータの形式 パラメータの意味 機 能

$HIST な し このコマンド入力以降のシステ

ムと会話している状況を記録する

状態にする。

$HIST OFF 「$HIST」を入力以降の会

話の記録を指定されたファイルに

FILENAME? ｛ファ:A名}~ ~: :寸:J 出力する。
なお、指定されたファイルがパ

ーマネントファイルとして用意さ

ファイル名：パーマネントファ れていない時はテンボラリィファ

わレまたは
イル扱いとして出力される。テン

テン代ラリィファ
ポラリィファイルは、 REMOV

イル

EまたはBYEコマンドを入力す
：カレントファイル

ると会話の記録は消去されますの
INC ：会話の記録が

すべて出力さ
で、保存する必要がある場合はP

れる。また
EMコマンドでパーマネントファ

「INC」「EX イルヘコヒ゜ーしてください。

問答形式 c」を省略した

時は「INC」を

指定したものと

みなされる。

EXC ：システムからの

出力内容のみを

ファイルに出力

する。

(7) ファイルを有効利用するために

コマンド名 パラメーターの意味 パラメーターの意味 機 能

$ RESAVE ファイル名 ファイル名：既に存在する 指定されたパーマネントファイル

パーマネントファ にカレントファイルの内容をセー

イル プする。

大阪大学大型社林機センターニュース -49- Vol. 11 No. 1 1981-5 



センターだより

初めてセンターを利用するユーザに

新緑が目にしみ、快い初夏の風が頬をなぜるころになると、センターはこれから初めてコンビュ

ータを利用しょうとする方が、多少の不安と希望をもって多くおとずれます。

このような初めてセンターを利用される方のためにガイドメモ（ガイドプックはどボリームがな

いのでメモ）を書きました。ベテランの利用者の方は読みとばしてください。

大阪大学大型計算機センターは、緑したたる吹田キャンパスの一角にありますo 建物の前に立ち

ますと足もとから、モ ーターの回転音が低く聞えてきます。これは、定周波定電圧装置の音で心臓

の鼓動といった所です。

では建物の中に入りましょう。ドアは自働ドアではないので手で引っばります、そして中に入っ

利用者 受 付

用者受付けへ相談してください。

たならドアは必らず閉めてください。

コンピュータがきらいなホコリが入り

ますから。

玄関は一見、風呂屋のげた箱を思い

起すように靴箱が並んでいますのでこ

こでスリッパにはきかえます。

？不明な点はまず利用者受付へ？

さてセンターに来たものの何をどう

すれば良いかわからない時は、まず利

利用者受付には、少々太目のオパサンとかわいい女子職貝か男子職員がおりますので気軽に相談

してください。

まずあなたが、 「何を行いたいのか？」目的がはっ きり分かれば、次にどの方法で行うか？

手段を決めてください。コンヒ ュ゚ータの処理方法には大きく分けて 2つの処理形態があります。 1

つは「BATCH処理」でプログラムをカードにパンチしカードリーダーから入力し、ラインプリ

ンターに処理結果を出力する方法です。あと一つは、 「TSS処理」で端末（ 電動タイプライター

の様なものからテレビとタイプライターの合いの子の様なものまで多種あります。）から直接プロ

グラムを入力し、その端末に処理結果を出力する方法です。

あなたは、どちらを選びますか？

言い忘れましたが、処理を行うためのプログラムはもう作成してありますか9もしどの様なプロ
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グラムを作成していいかわからない時は、遠慮なく 2階のプログラム相談室に相談してください。で

は先に進みましょう。

□□ ]BATCH 処理の方法［口~
もしあなたがBATCH処理を選ばれたならこの頁を読んでください。 TSS処理の方は．次頁へ。

あなたはもうプログラムカードをお持ちでしょうか9まだプログラムカードをお持ちでない時は、

プログラムユーディングシート（プログラムを書いた用紙）とプランクカード（なにもパンチしてい

ないカード）を持って 2階のパンチ室まで来てください。パンチ機が空いていれば、どのパンチ機で

もかまいませんので利用してください。

使用方法は、右側のホッパーにプランクカードをセットし、その下にある電原スイッチをON!こし

ます。 FEEDキーを2回押下するとパンチする状態になりますので、タイプライター同様にパンチ

します。一行パンチし終る と最後にREGキーを押下します。（カードパンチの詳細な利用方法はパ

ンチ機の脇机の内に説明書があります。）

プログラムカードがパンチできましたか？では、実際にコンピューターに入力して見ましょう。

オープンパンチ室

一階の入出力室にはカードリーグー 3

台、ラインプリンター 5台が並んでいま

す。空いているカードリ ーダーにカード

をセットしてSTARTポタンを押下し

ます。するとダッダッとカードを読み始

めます。カードが正常に入力されるとカ

ードリ ーダ横のキャラクターディスプレ

イー（テレビの様なもの）に線色で

SYSIN OK 

と表示されます。コントロールカードの

間違い等で正常に入力されない時は赤色で JOB DELETE と表示されますので間違い

を修正の上再入力してください。間違のわからない時は、 2階のプログラム相談室に相談 してください。

正常に入力されれば待つこと数分（もちろんジョプクラス、込みぐ合いによって時間がちがう）で

処理されます。処理結果はデマンドファイルと言う一時ファイルに出力されますので、 IDカードを

利用しラインプリンターに出力します。

ラインプリンターに出力する方法は、利用者ホ ールにデマンド出力端末が設臨 してありますのでそ

この IDカードリーダー（小箱の前面に IDカードが入るスリットが開いているもの）に IDカード

を挿入します。 CIDカードは、利用者受付で申請すればその場で発行します。印鑑がいりますの
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でお忘れなく）するとキャラクターディスプレイーにどのラインプリンターに出力するか表示があ

り、処理結果を出力し始めます。

ラインプリンターには、自動カッターが付いていますので出力終了後 1分後に（続いて出力があ

る場合はすぐ）カットされラインプリンタ ー下に出力されますo

以上でBATCH処理の一連の流れは終りです。処理結果を見て間違いを修正します（始めは、

必らず間違いがあると思います）もし間進がわからない時は、遠慮なく 2階プログラム相談室に相

談してください。

Qrss処理の方法 。
もしあなたがTSS処理を選ばれたなら、プログラムコーディングシート（プログラムを書いた

用紙）を持ってTSS端末室に行きます。（その前に利用者受付にて端末使用簿に予約をしておい

てください。）

空いている端末の前に座り、深呼吸を一つしてさあ始めましょう。端末の逗源を入れます（端末

によって場所が異なるが、 POWER又は電源と表示してある）。コンピューターと端末を接続（

これをLOG-ONと言います）し作業に入ります。 LOG-ONの方法がわからない時は、セン

夕一発行の「TSSの手引き（初心者のために）」を読んでください。手引きを持っておられない

時は、利用者受付に請求すればお渡しします。

さてLOG-ONが済みますと、これからコマンドと言う合図によってコンピューターに命令し

ます。コマンドは多くありますのでTSSの手引きをよく読んで勉強してください。ここではFO

RTRANを実行するまでの簡単な例を上げます。

TSS端末室

（注）マ復帰またはCRキーを示す。
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LOG-ONが済みますと コンヒュ゚

ーターは

SYSTEM? 

とサプシステム名を問い合せてきます

のでまょゎず

F0RTRAN7 
（注）

と打鍵します。

OLD OR NEW? 

とすでに登録したプログラムファイル

が新しく作成するのか問い合せますの

で始めてプログラムを入力するのであれば
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NEW7 

と打鍵します。

＊ 

が返ってきますのでここからプログラムを入力します。

TSS処理の場合、プログラムの各一行の先頭にラインナンパーといわれる一連の番号が必要と

なります。そしてFORTRANのプログラムコーディング上の規則である 6カラム目と 7カラム

目の規則がなくなります。すなわちプログラムの各行には一連の番号が必要になるのは、後ほど修

正する時に修正行を指定しやすくするためです。番号のすぐ後にCで始まる文字列があればコメン

ト行と見なし、＆で始まる文字列は継続行と見なします。そしてプログラムは、カラムを考える必

要なく入力できます。（これをラインナンパー有り、フリーフオーマット形式といいます。）

一連の番号を各行に付けるのは非常に面到なことです。そこでこの一連の番号をコンピューター

に付けさせるコマンドがあります。

AUTO これが一連番号を発生させるコマンドです。このコマンドを入力しますと 10番から

1 0の倍数こ‘‘と一連番号が発生します。

*AUTO-------------------------------------—① 

*010 A=10.0 

*020 8=20.0 

*030 C=A+B 

*040 WRITE(6,100 A,B,C 

*050 100 FORMAT(1H ,3F10.0) 

*060 STOP ;EtJD 

*070 

*LIST------------------------------------―② 

010 A=10.0 
020 B=20.0 
030 C=A+B 
040 ¥-!RITE(6,100 A,B,C 
050 100 FOR「1ATC1H ,3F10.0) 
060 STOP ;rno 

*RUN 

SOURCE LirlE 40------------------------ —⑧ 
<F>1271 ILLEGAL LETTER FOLLOlHNG DIGIT, EXPECTir!G A 
I 

< ¥!> 2 3 3 100 I S 「IE.VER RE FE.REt!CED HJ •••••••• 
*40 し・IRITE(6,100)A, 恥 c-----------------------④

*RUN 

1 0. 20. 30. 
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例を見なが

ら説明しまし

ょう。プログ

ラムを入力す

る時、①でA

UTOコマン

ドを入力し一

連番号を発生

させプログラ

ムを入力して

います。

プログラム

の入力が終れ

ば、＠）でいま

'E','D', 
まで入力した

プログラムの

リストを出力
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しています。

いよいよ、このプログラムを実行させましょう。 RUNコマンドが実行を命令するコマンドです。

RUNと入力します。

どうですかプログラムは実行したでしょうか、しませんね、実は、このプロゲラムの間違いが1

ケ所あります。そのエラーを指摘しているの力冦）の部分です。そこでその部分を修正して実行して

いるの力冠泣）部分です。この様にTSSでは、プログラムを実行させ、間違いがあればその場で修

正し再度実行させることができます。

しかし、なんでもかんでもTSS処理でできるわけでは、ありません。メモリーサイズ（プログ

ラムの作業領域や、プログラム領域の合計）が大きいものや、演算時間の長いものはBATCH処

理にまわすべきでしょう o そのために、 TSS処理からBATCH処理にジョプを発生させること

もできます。そのためにも「TSSの手引き」をよく読んでください。

入出力棟への入

ンター本館のサービス時間は、通常9: 3 o-1 7 : 0 O C土曜日は、 12 : 00) 

ですが利用者の便宜をはかるため、当センター裏に入出力棟があります。ここは、通常9:30-

19: ooc土曜日は 12 : 0 0)までサービスを行なっています。

本館と異なる点は、入出力棟には、周辺装置と端末しかないため土足で入館できる（げた箱をお

くスペースもないため？）ことと、入館の時に利用者かどうかチエックする（入口にカードマンが

立ち不審な者をチエックする？）点です。

入出力棟は、本館のサービス終了後もサービスを行なうからといって特に職員が残っているわけ

ではありません。そのため誰でも入館できるのは保安上よくありませんので、入出力棟の入館時に

は、利用者かどうかチエックするのですo

チエック方法は、 IDカードを利用します。入出力棟入口の2つ目のドア（入口は 2重ドアにな

っています。）の左側に IDカードを差し入れるとスリットがあります。 IDカードが正しければ

カチッと音がし されますので入館してください。（このドアは自動ドアではありません手で

押して入りましょう。また IDカードもわすれず持っていってください。）

入出力棟 1階には、カードリーダ2台、ラインプリンター 3台が設置してありますので、本館と

同じバッチサービスを行います。 2階には、端末10台とカードパンチが設置してありますのでT

ssを利用される方は 2階へ行ってください。
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一
一

入出力棟入口

！最後に！

大型計算機センターは、多くの利用

者が共同で利用する所ですから、予約

して使用する装醤CXYプロッタ、磁

気テープ、端末等）は、必らず予約し ・

てから使用してください。

大型計算機センターにも、季節変動

があります。夏休みは、利用者が減少

し、卒論の頃は押すな押すなの大繁盛、

台数の少ないXYプロッターなどは取り合いとなり、朝早くから予約の行列ができる様になります。

初心者の方は、できるだけ閑散期 C4月-9月）の時に利用し、来る混雑期 C1 2月-2月）に

は不用なコンビューター利用はさけるようにしてください。

このガイドノ ートが、初心者の参考になれば幸いです。

（共同利用掛藤井）

トピックス

Fortranによる構造的プログラミングが「日経エレクトロニクス」 1981. 4 -2 7 

(No. 263)号に掲載されています。

トップダウン構造的プログラミングを
Fortranに応用する

ウォルフガング・ヌース
l!i蝕シーメンス社

大阪大学大型計茄概センターニュース

構造的プログラミング向きではないと言われる Fortran言国を改迄せず． トッ
要点

プダウン構造的プログラミングを行う方法を述べている.GOTO文の伎用を棠

止し．プロック構造をサプルーチンで実現する.IF THEN ELSEやCASE文はサプルー

チン呼び出しで置き換える。また．繰り返 L構造の WHILE文は．汎用サプルーチン

WHILEによ I)置き換えが従来のプログラミング法に比ぺ．作成時間と寅行時間は長く

なる• LかL,保守の手閏や信頼性を書慮すると．実用規模のプログラムの作成に向い

ている。 （本鯰）

「日経エレクトロニクス」 1981. 4-27 (No. 263)より
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センターだより

。 フロッヒ°ィディスクの入出力について

当センターで利用できるフロッヒ゜イディスクの入出力について、機器CN6300/SO)の操

作方法、フロッヒ゜ィディスクの記録様式等について説明いたします。

なお、利用できるフロッピィディスクは次のとおりである。

媒 体： 1 2 8バイト／セクタ（容量24 3キロパイト）

記録形式： IBM標準形式 EBCDICコード

非プロック化順編成ファイル

1 . 機器(N6300/50)の操作法

(1) フロッヒ゜ィディスク入出力操作方法

始 め

電源投入

匝と匝五工lキーを
同時に押下する

E巨巫国キーを入
力する

$$$CON,TSSを入

力する

通常のTSS会話処理

終り

N6300/50, 変後調装置（モデム）の電

源を投入し、システムフロッヒ゜ィデイスクをユ

ニット#O側にセットする。

国詞と匝亙且キーを同時に押下すると画面

に次のようなメッセージが表示されます。

PLESE SELECT DATASET NAivfE 

Ds/NJ饂＝••一●●●

E国五目キーを入力すると画面に次のように

メッセージが表示されます。

IDEL :MODE 

伍冠と圧曰キーを同時に押下して次のコマ

ンドを入力する。（これ以後コマンド入力の終

り［打］キーを必らず入力する）。

$$$CON, TSE{且キー
以下のメッセージが画面に表示され通常のTS

S会話処理が行われる。

ACOS-6 TSSCRX.X) ON 05~ 〇

AT 12.777 CHANNEL 0707 

USER ID-
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a . フロッヒ゜ィディスクの入力方法

TSSの会話中にフロッヒ゜ィディスクのデータをホストコンピュータのファイルヘ転送す

るには次のように行う。

(a) 入力するフロッヒ゜ィディスクをユニット#1側にセットする。

(b) コマンドを次のように入力する。

READ FDD. Iファイル名 I
なお、ファイル名に「※」を指定した時は、フロッヒ゜ィディスクの内容がカレントファ

イルヘ転送される。

b. フロッヒ゜ィディスクヘ出力方法

TSSの会話中にファイルの内容をフロッヒ゜ィディスクヘ書き込むには次のように行う。

なお、フロッヒ゜ィディスクは必らずアロケーションをおこなってから利用してください。

(a) 書き込むフロッヒ゜ィディスクをユニット#1側にセットする。

(b) コマンドを次のように入力する。

PTON FDD・・・・・・・・このコマンド以降のLIST,PRINTコマンドの出力

をフロッヒ゜ィディスクに出力することを指示する。

LIST 日石丑 指定されたファイルの内容がフロッヒ゜ィディスクに書き込

または ）・・・・・まれる。なお、ファイル名を指定しなかった場合にはカレ

PRINT巨三三召 ントファイルを指定したものとみなされる。

PTOFF・・・・・・・・・・・・・・・・PTONコマンドを解除する。

(2) フロッヒ゜ィディスクのアロケーション方法

新しいフロッヒ゜ィディスクまたは以前使用していたフロッヒ゜ィディスクに新しいデータを書

き込む時は、次のような方法でクロッヒ゜ィディスクのアロケーションをおこなってください。

a N6300/50の電源を投入し、システムクロッヒ゜ィディスクをユニット#O側、アロ

ケーションを行うフロッヒ゜ィディスクをユニット#1側にセットする。

b巨正と キーを同時に押下する。

c ファイルハンドラープログラムをロードする。なお、これ以降は画面を表示しながら説明

いたします（下線部およびCJ"(>lffl ;t tL t.: -t--'a'J¥.1J T o)。
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DS/NAME DS/NAME DS/N庫 E DS/NAME 
ETOS2-GS GEN-GS FHAND1 NINT32 

******** ******** ******** ******** 
******** ******** ******** ******** 
******** ******** ******** ******** 
******** ******** 

PLEASE SELECT DATASETNAME 
DS/N訊 E 1!_璽

d アロケーションモードを選択する。

**古 FILE H紐 DLER ＊＊＊ 

MODE SELECT 
INDEX MAPl : 1 
INDEX MAP2 : 2 
UNUSED AREA : 3 
ALLOCATION : 4 
DEALLOCATION : 5 
DATA GENERATE : 6 

MODE?; 4団型歪］
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e アロケーションするフロッヒ゜ィディスクユニットの指定。

*** FILE HANDLER ALLOCATION *** 

FDD UNIT SELECT 

UNIT春0 : 0 
UNIT春l : l 

UNIT? ; l麟

f セクタ番号を指定する。

*** FILE HANDLER ALLOCATION *会＊

SECTOR NO.? 1 08匡声

g パスワードの指定

*** FILE HANDLER ALLOCATION **文
SECTOR NO. 08 

PASS WORD?; 匡固定l
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用であるので

匡キーを押す。
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h アロ碑ケーション情報の指定する。

＊＊＊ FILE HANDLER ALLOCATION ＊＊＊ 

SECTOR NO。08
LABEL HDRl EXTEND 饂
DS/N碑 E
B/FACT. LENGTH 
BOE EOE 
BYPASS SECREC 
WRITE I/TYPE 
M/VOL. V/SEQU. 
C/DATE E/DATE 

01001匝歴国V/IND. EOD 

圧戸亘］キーを押す。以上でフロッヒ゜ィディスクのアロケーションは完了o

2. フロッピィデイスクの記録様式

(1) 出力されるフロッヒ゜ィデイスクの記録様式

冒lデータ,:
第1セクタ第2セクタ第3セクタC128文字） 第nセクタ 第n+lセクタ

a 最初の 2セクタは、 CRコードのみのダミーレコードである。

b 特殊コードについて (EBCDIC)

CR : oDC16進）

ヽj

ヽ
J

進

進
6

6

 

1

1

 

r
し

｀

（

7

0

 

O

E

 

•••• 
L
 

E
 

D

$
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(2) 他の機器でデータを作成する時のフロッヒ゜ィディスク記録様式

I プータ ロ／ ナータ ~ ナータ〗〗口 $$$EOFロ
第1セクタC128文字） 第2セクタ 第nセクタ

a 1レコードは、 1セクタ以内 C1 2 8文字以内）である。

b 斜線部は、通常NULLC0016)を入れます。

3。フロッピィディスクの構造

通常、フロッヒ゜ィディスクには、両面に記録できるもの（以下FD2 D)と、片面だけに記録

できるもの（以下FDI)とがある。 2Dの2は両面を、 1は片面を、 Dは倍密度(Double

Density)を示している。

なお、現在当センターで、サービスしているものは、 FDlのみですので注意してください。

(1) 基本構造

フロッヒ゜ィディスクは、一定速度で回転し、磁気ヘッドによって、情報の書き込み、読み取

りが行なわれます。

磁気ヘッドは、回転方向に垂直

回転方向(

I
I
I
I
ー

1

1

1

1

1

]

面録記

トラック

I 

ヒーキ/ I 

! 
I I I 

i 戸鼻二磁気ヘッド・

□ 

に移動し、目的とする場所に位置

づけられる。この動作をシーク動

作と呼びます。

情報の記録場所には

、トラックアドレス

、セクタアドレス

がつけられ、これにより、情報の

入出力が行えるわけです。

図3-1
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(a) トラック： 情報は、磁気ヘッドによってアクセスされ、磁気ヘッドが記録面に描く軌跡

は円であり、この情報が記録される円周をトラックと呼びます。

磁気ヘッドは、シーク動作によって｀位置づけされ、一つの記録面には多数

の円周、すなわちトラックが同心円状にできます。

同一記録面上に存在するすべてのトラックは、 00-76までのトラックア

ドレスが与えられています。

{b) セクタ： セクタは、データの物理的単位であり、 トラック上に作られます。セクタは

通常二つのギャップCIRG: Inter Record Gap)の間に存在します。

各セクタは、セクタアドレスをもち、 トラック上の第1セクタから 1-26 

(2) 

と与えられます。従って、特定のセクタはトラックアドレス、セクタアドレス

によって直接選択することができます。

入出力裂置とのデータ転送はセクタ単位に行われます。

ボリューム形式

この IIボリューム IIという用語は、単にク 1枚のフロッヒ゜ィディスククと理解してください。

図3 2
 ディ芥クレイアウト

トフノクぶ:~

［二二二← 128パイトー―|
トラック73

74 

75 

76 

域

ク

領
ッ

用

ラ

使

ト

ザ

••• 弓

一

索

ュ

f

.

-

¥

f

 ロロLJ-1[＊保守用トラック

＊予備トラック 1

* n 2 

備考 ＊はシステム使用領域

(3) 

フロッヒ゜ィディスクの 1ボリュームには、 77のトラックがあり、 1トラックには 26のセ

クタがあります。

図3-2に示すように、 77のトラックから構成されていますが、利用者が使用できるのは

7 3トラックであり、その他は、システム側で使われます。

データセットについて

前記の図 3-2に示す索引トラックの中には、各種のラペルが作られ、ボリューム内に存

在するデータセットの情報が記録されています。（通常DS/NAiv!Eと呼ぶ）
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データセットは、ボリューム上の同一属性を有している空間であり、それは「エクステント」

と呼ばれています。

データセットの割り当て例 トラック 01-7 3 

に連続したセクタの集

合、ないしは領城とし

て、最大 19個まで利

用者が自由に割h当て

ることができます。但

し、 ACOS6とのオ

ンラインで使用する場

合は「DATAl」と

いう名前のデータセッ

トのみ、 TSSで利用

できます。

注(1) DS1, DS2, DS3はデータセット名を示す。 データセットの管理

は、システム側で自動

的に行なわれ、それらの情報は索引トラックにあるデータセットラベルにあります。データセ

ットラベルの詳細は、表3-1を参照してください。

また、データセットラベルと、それが示すデータセット領城の関係は次の図のようになります

す。
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データセットの領城

索引トラック デークセット
ラペル
I 

口一

l

-

馴『こ卜1レコートVI
EOD2 

BOE 

EOD 

EOD2 

EOE 

: Beginning Of 

データセットの開始位置のセクタを示す。

: Ertl Of 

: Ertl Of 

Extent 

Data 

データセット上でデータの書き込まれている次のセクタ位

置を示す。

Data 2 

データセット上でデータの書き込まれている次のレコード

位置を示す（拡張ファイルの場合だけ存在します）。

: En::l Of Extent 

データセット上でデータの書き込まれている次のセクタ位

置を示す。
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表3-1 データセットラベル

値
フィールド名 桁 説 明

セクタ 08 セクタ00-26

ラベル識別 1-4 HDRl  DD  R 1 このセクタがデータセットラベルであること

を示す。

拡張ラベル 5 プランク プランク N6300用の拡張ラベルのとき、このフィ

識別 ールドをNとする。

このフィールドがNのとき、データセットラ

ペルは 12 8パイトの大きさである。 N以外

のときはデータセットラベルは 80バイトの

大きさであり、このデータセットはレコード

長が12 8バイト以内の固定長レコードファ

イルとみなす。 lBM作成ラベルの場合、こ

のフィールドは予備フィールドであり、プラ

ンクである。

データセッ 6-13 任意の英数 任意の英数 ユーザが定めるデータセット名

ト名 字 字 データセット名は 1から 3桁の数字または文

字からなる。

14-22 プランク プランク 予 備

プロッキン 23-24 1 0進 2桁 1 0進2桁 プロッキングファクタを 10進2桁で示す

グファクタ 0 0-9 9 00-99 C O o-9 9)。

あるいはプ あるいはプ

ランク ランク

レコード長 25-27 1 0進 3桁 1 0進3桁 レコード長を 10進3桁で示す。

28 プランク プランク 予 備

エクステン 2 9--'3 3 TTOSS TTOSS データセットの最初のセクタ番号が記録され

トの始め る。 29と30桁目は 0が入り、 32と33 

(BOE) 桁目にセクタ番号が入る。

34 ブランク プランク 予 備
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値
フィールド名 桁 説 明

セクタ 08 セクタ00---26

エクステン 35-39 TTOSS TTOSS このデータセットに確保されている最後の

トの終わり セクタ番号を記録する。

(EOE) 

パイパス識 41 プランク プランク プランクであれば、このデータセットは処

別フィール または または 理されるoBとなっていると、処理されな

ド B B し'o

データセッ 42 プランク プランク プランクであればこのデータセットは保護

ト機密保護 されていないので処理できる。プランク以

外の文字はアクセスが制限される。

き込み保 43 プランク プランク このフィールドがPのとき、データセット

護 または または への書き込みが禁止され、読み取りだけ可

p p 能となる。

プランクのときは、読み取り き込みの

両方が可能となる。

交換タイプ 44 プランク プランク プランクでなければいけない。プランクは

識別 データセットがデータ交換に使われること

を示す。

複数ボリュ 45 プランク プランク プランクは単ーボリュームファイルである

ーム棚識 C C ことを示す。 Cはほかのフロッヒ゜ィにデ

L L タセットが続くことを示す。 Lはほかのフ

ロッヒ゜ィから続いて来たデータセットがこ

のフロッピィで最後になることを示す。

ボリュ ム 46-47 1 0進2桁 1 0進2桁 複数ボリュームのデータセットのボリュー

順序番号 または または ムの順番を示す。番号は 01からはじまっ

プランク プランク て最高 99までの連続番号でなければなら

ないoプランクは、ボリューム順序の検査

をしなくて良いことを示す。

作成日 48-53 YYlv饂 D yy麟 D データセットが作成された日付を記録する。

形式は、 YYM¥庄）Dでyyは西暦年号の下

2桁、 lvMは月、 DDは日を表す。
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値
フィールド名 桁 説 明

セクタ 08 セクタ09-26

54-66 プランク プランク 予 備

満了日 67-72 yy饂 D YYMvIDD データセットが消去されてよい日付を表す。

形式は作成日の場合と同様o

打検査 73 プランク プランク このフィールドにはVまたはプランクが入る。

マーク または または Vはデータが打 検査済みであることを示す。

V V 

74 プランク プランク 予 備

データの終 75-79 TTOSS TTOSS データセットエクステント内で最後のデータ

わり が記録されているセクタの次のセクタ番号を

CEOD) 示す。

80 プランク プランク 予 備

0以下は、拡張ラペル識別C5桁目）にNが指定されたとき、有効となる拡張ラベルである。

値
フィールド名 桁 説 明

セクタ 08 セク気>9--'26

81-102 00 00 予 備

ファイル修 103-:l.04 00-99 00-99 ファイルに対して追加動作を行った回数を

飾番号 1 0進2桁で示す。

NEXT 105-110 ボリューム ボリューム 複数ポリュームファイルのときの次のボリュ

ボリューム名 名 名 ーム名を格納する。

ファイル維 111 p p このファイルの維持形式およびファイルの形

持形式 s s 態を示す。

p: 永久ファイル

s: 一時ファイル

キーの長さ 112-114 1 0進3桁 1 0進3桁 このファイルが索引編成ファイルのときレコ

ード中のキーの長さを 10進3桁で示す。

キーの位置 115-117 1 0進3桁 1 0進3桁 このファイルが索引編成ファイルのときのレ

コード中のキーの開始位置を 3進3桁でで示

す。
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フィールド名 桁
値

説 明
セクタ 081セクタO炉 26

EOD2l 11的 271 TIDSSO TIDSSO I最終レコードの次のレコードアドレス（必
RRR RRR Iずしも次のセクタアドレスではない）を

(10進数）I c10進数） I TI'OSSORRR の形式の 10進 10桁で

示す。 RRRはセクタ内のレコード位置を

セクタ開始位置を 0として数えた値を 10 

進 3桁で示す。

0 RRR 

三セクタ

TIDSS 

□二
ファイル

タイプ

128 I

S

G

P

 

I

S

G

P

 

ファイルの種類を示す。

I・・・・索引順構成ファイル

S・・・・順構成ファイル

G・・・・オプジェクトプログラム

CGO Fi I e) 

P・・・・ソースプログラムファイル

K・・・・ 1KB構成ファイル

（業務掛木村）
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センターだより

手書きOCR(光学文字読取装置）の利用について

1. 概要

手書きOCR装置とは、 OCR用コーディングシートに書かれた文字を光学的に読み取る装置

である。従来、ソースプログラムやデータ等の作成はカード穿孔機またはTSS端末機を用いて

行われていましたが、 OCRを利用することによりキーパンチ等の時間の節約や穿孔機またはT

ss端末機が手近かになくてもデータ作成作業がおこなえる大変便利な装置である。しかし、現

在のOCRはコーディングシートに書かれた文字を 10 0形完全に読み取るのは不可能です。コ

ーディングシートを読み取り中に読み取り不能や誤読が生じる場合がありますので、 OCRの特

徴を良く理解して利用してください。

なお、ここでは大阪大学生活協同組合で販売されているOCR用コーディングシートでの利用

方法について説明していますので、利用者自身で別途コーディングシートを設計して利用する場

合はセンターヘ御相談ください。

者

砂

用

ア

利

フロ
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1 -1 機器構成

手書 OCRシステム

FDD t O, t 1 

N 6 3 7 0制御部 ：ユーザー領域8KB

CRT(キャラクターディスプレイ）： 9インチ (64 0文字）

SKBCキー・ボード） ：標準キーボード

S PRCシリアルプリンタ）

FDD(フロッヒ°ィディスク）

OCR読取部

回線速度

: 4 0字／秒

: 2 4 3 KB X 2 (EBCDICコード）

: MAX30枚／分

: 4 8 o O BPS 
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1-2 装匹概要

N 6 3 7 o手書OCRシステムは、 TCU、OCR、SPRの各装置で構成されています。

(OCR) (TCU) 

OCR Q.Pいcal~haracter geader 

TCU -Terminal [ontrol旦nit

図 1 N 6 3 7 o手書OCRシステム

1 -2 -1 操作卓 (TCU)

TCUは、 OCRで読み取ったデータに対しての修正 ・追加• 取消等のオペレーション

の操作を行う。キーボード部CSKB)と読み取りデータを表示するディスプレイ CC 

RT)から構成されます。

TCUの各部の名称を図 1- 1に、キーボード配列を図 1-2に、キー機能は図 1-

3に示します。
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操作卓 (SKB) CRT画面 電源ス ィッチ（側面）

図 1-1 

(1) スタンダードキーボード (SKB)

キーボード配列

英記号シフ f
I 

英数字ソフトロ ーカナ臼ノフト

カナ文字シフト

図1-2 

大阪大学大型計立機センターニュース -72-
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(3) キー機能

名 称 機 能

AUTO・PR ONの時、プリントモードに従ってデータを印字する。

フォーマットプログラムの指定。エラーの有無にかかわらず全てのデータの
DBG 

修正を行える。

英数 このキーを押すと英数字シフトとなる。

英記号 ” 英記号 ” 
カナ ” カナ ，， 

カナ記号 “ カナ記号 ” 
操作エラー、または、装置アラームが発生しCRT画面に、エラー表示され

RESET ているとき、このキーを押すことにより、エラ一条件・アラーム条件表示を

リセットし、装置動作可能状態に戻す。

文字修正の場合、 1文字の読取不能文字・修正後の確認キーとなる。また、
HTAB 

オンラインでは、送信キーの役目を果たす。

文字修正・データ確認において、データ（コーディングシート 1枚分）のキ
I 

ャンセル

n カーソルをフィールドの先頭に戻す。

← カーソルを 1桁左に戻す。

→ カーソルを I/ 右に I/

文字修正時にこのキーを押すと、そのフィールドのエラーを無視する。
SKIP 

データ確認時には、データの確認となる。

CHKOFF 読取不能文字の修正時、その文字のキャンセルを行う。

CLR 修正時に、 HTABキー押下前であれば、修正前の状態に戻る。

RUP データ確認時に、このキー押下で 1行分の確認となる。

RWD ” 最初からやり直す。

READ コーディングシートの読み取りを開始するキー。

SKB上から、メッセージを入力する時に行い、最後は、 HTABキーで送
FP4 

信を行う。

他のキーと組合せて使用する。
FNC 

FNCキ十CALL→ ファームウエアのローディング

FORM このキーと 2桁の数字入力で読取フォーマットを変更する。

MODE このキー押下後、 1文字を入力（数字）すると、モードを変更する。

0-9,A-Z 
データー入カキー。

ア～ン，＊～形

図1-3 キー機能表
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1-2-2 光学文字読み取り (OCR) 

OCRは、コーディングシートに記入された文字を読み取り、認識する読取認識部

(OCR)と、認識の際、必要な文字辞書・ドキュメントフォーマット等が格納される

フロッヒ°イデスク装置とから構成されています。

下図にOCRの各名称を示します。

操作パネル

アクセプトスタッカ リジェクトスタッカ
ホッパ

N63700CR 

(1) 操作パネル

PROGR州 PARITY 

゜゚VOLT船E FANALARLM 0 0 
90 

INTERLOCK rollO 
0 70 >

゜

フロッヒ°ィディスク
装置

0 CORREC訊 ＠ 戸巨］
QRESCANR 

〇岬TENANCER

口O孟NECTR
0 DATA CHECKR 

'----v---' t 

カウンタ

図 1-4 操作パネル外観図

8 B日
DOUBLE 
DOCUMENT MISFEED AUXllARY 

゜゚゜
HOPPER 
STACKER MIS SELECT TRANSPORT 

゜゚゜
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(2) スイッチインディケータの機能

表 ホ 種 類 色 機 能

POWER ON ランプ付き 白 本装置に電源を供給する表示付き押しボタンスイッチ

スイッチ である。

表示は電源供給状態のとき点灯する。

POWER OFF ランプ付き 赤 本装置への電源供給を停止する表示付き押しボタンス

スイッチ イッチである。

スイッチを押すと装置への電源供給は停止され、表示

が点灯する。

START ランプ付き 白 帳票の読み取りを開始させるスイッチであり、表示は

スイッチ 装置の動作中点灯している。

装置がアラーム状態でなければ、このスイッチを押す

ことによって帳票がフィードされ、読み取り状態とな

る。

STOPスイッチを押すか、あるいは装置にアラーム

状態が発生したとき、表示は消灯する。

STOP ランプ付き 赤 本装置の動作を停止させるスイッチであり、このスイ

スイッチ ッチを押すことによって表示が点灯し、読み取り中の

帳票の処理を完全に終了した時点で装置は停止する。

RESET スイッチ このスイッチはSTOP表示が点灯しているときだけ

有効である。このスイッチを押すことによって装置の

エラー表示を消灯し、走行路中にある帳票をリジェク

トスタッカに排出する。

DOUBLE 表示 帳票が 2枚重なってフィードされたとき点灯し、装置

DOCUMENT は停止する。

RESETスイッチを押して帳票を強制排出すると消

灯する。

HOPPER ホッパに帳票がないか、スタッカに帳票がいっぱいに

STACKER 表示 なったときに点灯し、装置は読み取り中の帳票処理終

了後停止する。

ホッパに帳票を入れてSTARTスイッチを押すか、

またはスタッカ内の帳票を取り除いてSTARTスイ

ッチを押すと消灯する。

MIS FEED 表示 ホッパからの帳票の供給に失敗したとき点灯し、装置

は停止する。

RESETスイッチを押すと消灯する。
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表 ホ 種 類 色 機 能

TRANSPORT 表示 帳票読み取り中にジャムが発生したとき点灯し、

は停止する。また、装置内に帳票が残って停止してい

る場合に、 STARTスイッチを押したときにも点灯

する。

ドキュメントを取り除き、 RESETスイッチを押し

たときに消灯する。

AUXILIAIY 表示 PROGRAM, PARITY, VOLTAGE, FAN 

ALARM, INTERLOCKのいずれかのランプが

点灯したときに点灯し、装置は停止する。

原因を取り除いたとき、あるいはRESETスイッチ

を押すことによって消灯する。

CORRECTION トグルスイッチ 赤 このスイッチがオンであると、プログラムでコレクシ

発光ダイオード ョン禁止が指定されていないフィールドにおいて、読

み取り不能文字あるいはチェックエラーが発生したと

き、ディスプレイに文字イメージを表示し、キーボー

ドから修正を行う。

RESCAN トグルスイッチ 赤 このスイッチがオンの場合、読み取り不能文字が発生

発光ダイオード すると、その文字を最高2回（合計3回）まで再読み

取りを行う。

MAINTENANCE トグルスイッチ 赤 このスイッチは装置の保守時に使用する。帳票読み取

発光ダイオード り業務を行う場合、本スイッチはオフでなければなら

なしヽ。

DISCONNECT トグルスイッチ 赤 このスイッチをオンにすると、用紙フィード機能がシ

発光ダイオード ステムプログラムから切り離され、帳票のフィードテ

スト、 DOUBLE DOCUMENT調整用ボリュー

ムの調整等を行うことができる。

帳票読み取り業務を行う場合、このスイッチは必ずオ

フでなければならない。

DATA-CHECK トグ）レスイッチ このスイッチがオンであると、データ確認を行う。プ

発光ダイオード ログラムでデータ確認の指定があると、帳票 1枚の読

み取り終了後その帳票をリジェクトスタッカに排出し、

読み取り内容がディスプレイに表示される。このとき、

確認あるいは文字の修正は、キーボードから入力する

ことができる。

PROGRAM 表示 装置制御用プログラムの誤動作によって、不正命令が

実行されたとき点灯する。

RESETスイッチを押すと消灯する。
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表 ホ 種 類 色 機 能

PARITY 表示 装置制御用 プログラムの実行中にメモ リあるいはバス

上でパリティエラーが発生したとき点灯する。

RESETスイッチを押すと消灯する。

VOLTAGE 表示 装置内の電圧に異常を生じ、メインプレーカがオフあ

るいはヒューズ断になったとき点灯する。

ヒューズの交換あるいはメインプレーカの再投入によ

って消灯する。

点灯時は自動的に電源が切れる。

FAN ALARM 表示 装置内の福度が異常になったときに点灯する。

故障個所を修理して、装置内の混度が正常に戻ったと

き消灯する。

点灯時は自動的に電源が切れる。

INTERLOCK 未使用

1-2-3 シリアルプリンタ CSPR) 

SPRは読み取ったコーディングシートイメージをモニター出力するものです。

モニター出力時は、 電源ス イッチをONにし、オンライン／ローカルのトルグスイッ

チをオンラ インにセットします。

操作盤

テストオンライン フォー仝乙1ード
ら凸アラーム受信可II 「電源 —,

ローカル °晶0 JクOR 兄
• スイッチの機能

クリア ：押すことによりアラーム状態を解除し、プリンタを初期状態にする。

フォームフィード：押すことにより次ページのあらかじめ定められた印字位置まで用紙が送ら

れる。
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2. 周辺装置取り扱い方法

2-1 フロッピイディスク (FOO)の取り扱い

(1) 媒体

フロッヒ°イディスクの外観を示します。

保護カバー――-

nこの部分を持ってください。
,v 
ヽグJ

Dロ-/ーラヘル
G---j―—回転ホール
[―—|―ヘッドアクセスロットー__L_—口

固定ミゾ

保護封筒

(2) 取扱い上の注意

a 磁性面には手を触れないでください。

b. 使用しない時は、保護封筒に入れてゴミの付着を防いでください。

c 磁性体に近づけないようにしてください。

d. 直射日光を直接当てないようにしてください。

e. 高温の所には置かないようにしてください。

(3) 装填（そうてん）及び、取り外し

0 フロッヒ°イディスクの装填は、以下の順序で行います。

a. フロッヒ°イディスク部（ユニット*0、*1がある）のドアを開きます。

b. フロッヒ°イディスクのラベルを持って保護封筒から抜きます。

c フロッヒ°イディスクをフロッヒ°イディスク部へ押し入れます。
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この時、押し入れ方向は、ヘッドアクセスロットを奥にし、奥まで軽く押し込みます。

（手書OCRシステムでは、ユニットのドアが右開きですからフロッヒ°イディスクの表

を左側にして押し入れます）

r-

図2-2

d. ドアをゆっくり閉じます。この際、フロッヒ°イディスクのセットに異常があれば、フ

ロッヒ°イディスク保護のため、ローラベルトが外れるので充分注意してください。

O取り外し

a. ドアを開きフ ロッヒ°イディスクを引き出します。

2-2 コーディングシートのセット方法

(1) コーディングシートのコーナ（ラインマークの印刷された側 ｝を合わせます。

ー

ビッカ・ローラ

大阪大学大型；汁麻機センタ ーニュース -79-
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(2) ビッカローラを上げ、コーディングシートをホッパ台にセットします。

(3) 操作パネルの "HOPPER・STACKER"ランプが消灯していることを確認して

くださ tヽ。

点灯している時は、コーディングシートのセットからやり直してください。

0 コーディングシートの強制排出

読み取り動作に障害が発生した場合、及び読み取り動作を中止させたいとき次の操作

により強制排出を行います。

操作パネルの "STOP", "REJECT"ボタンを押します。 "REJECT"

ボタンは "STOP"状態でのみ有効です。そして、 リジェクト・スタッカーは

排出されます。

的 強制排出されたコーディングシートは、読み取られていないので再セットの

必要があります。

3. 手書き文字の書き方

手書きOCRシステムは、どのような文字でも読み取る事が可能ではなく、文字の種類や書き

方に多少の制限があります。例えば、非常に似た字、 0と0・1とI・5とS等は、人間が見る

時、コーディングシートの文字全体からその癖を見つけたり前後の文字・文章や意味を考えたり

して判断します。ところがOCRには、そのような判断をする能力はなく、与えられた文字 C1 

字）だけを見て判読するため、読み取り不能や誤読が起こる場合がありますので、標準字体を参

考にして文字を丁寧に書いてください。

下記に、代表的な、悪い例と良い例・手書文字標準字体を示します。

（悪い例）

V りSD ム JJ 
びシ木シ I(;;Q 

2エ丈 1Hし7

6 f ACし）ー
fユヨ A Z ]) -"i; 

牛Zう斗シ 3沿

そ7MN7KD
/2ナフ Cコヤ

0 1 7s /~;t,I f-斗

/;fi!JI/{; 

大阪大学大型Jt罪機センターニュース

（良い例）

VサSDムユ3-

5シホシ KJQ-

2 I. オ IFL 7-

6qAcレ）ニー一

q ュョ A2D キ—

牛2.3共シミメ＿

モク MNフKD-

I 2ナフ Cコヤ＿

gqBAwP日――

6q80ACo-

-80-

つきだすところはハッキリと/

離すところは離し、つづける
ところはつづけま Lょう!

文字に飾りをつけないように/

文字枠からハミ出さないように I

文字は小さすぎないように大きめに’

つづき文字は苦手です I

太すぎる文字も苦手です I

文字はあまり傾けてはいけません’

うすすぎる文字は見えません。

やせた文字は書かないように.'
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3-1 

イ

ウ

蝕字

0 I 2] l:foちfu7 i 61 
英字

ABCDEF0:HIJKLP/4~ も PQR:3TUVWXY~
記号

+ -*II= 
カナ文字

ア カ

キ

ク

ヶ
コ

エ
オ

3-2 

手書き文字標準字体

＜
 
＞
 ＾^
 ％％ g. ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ

タ

チ

ヅ

テ

ト

サ

シ

ス

セ

ゾ

＄・¥'
 

}’ 
J
¥
’
 ハ
ヒ

7

手書きOCR文字の約束
手書き文字を記入する場合の約束です．

O・・・・・・ 特徴点 △ ・・・・・・ 空ける記分

...J 
• 町 r
ー』
；・・

マ
一---
ム
ヘメ
ホモヨロ
賽字..字、力7文字"OCR手書文字専門魯員●字影宴●●蘊9こよ●●

ヤ

ユ。

ラ
リ
ル
レ

ワ
-
/
n
 

?#a:) 
一般的ルール・

シャープベンシルが最遍！

I, 11'1 l',I~11'I 1,'I 
“た,we••ポルペ,,

プラスチック消ゴムが最遍~，

゜
消したあと"、されいに．，

コーディングシート記入方法

コーディングシートに文字を記入するには、下図のFORTRAN(COBOL)コー

ディングシートを使用します。

註 センターでは、タイミングマーク無しのコーディングシートを使用してください。

I 

NEC ページ ／ 

0 このコーディングシートは、大阪大学生活協同組合（豊中、吹田地区）で販売されて

います。
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3-2-1 制御欄の機能

作成
年月日

誓

DODDり
Lここに書かれる文字 CE・X・T・スペ
ース）によりその行が制御される。

団：次の行を連続行とする。 (80字のデータをつくる）

固：本行を含めて、以降の行を無視する。

図：本行を無視する。

’’  

プランクは、本行で 1-40カラムとする。

T・E・X以外の文字が記入されると、プランクとして扱われます。

下記に、制御記入と最後フォーマットを示します。

A
l
c
 

番

o

l

行

1

1

CE ―――― 

ool 
9lll 

岱胃蘭

Dj 

fA 

n]因

FJ 

Bj [A 

叫

8 [A 町
1

，
 18 

5 [A 

6 le 

Bj田 jA

Dj因

B E 旦

17 

最終行
1s [c 

ill IA 

nI因

次沃・'iIE 一~ 区］

2 [G 叫□

大阪大学大型計鉢機七ンターニュース

B G 出
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3-2-2 カナ文字の記入方法
（注1)

(1) FORM N0-03(ANKS)の時、カナ文字は「中」で囲まなければいけません。

(2) FORM N0-01 (ANK)の時は、カナ文字は他の文字と同時に扱え、 「中」

で囲む必要はありません。

(3) c:p (ファイ）コントロール機能

（例） MOVE c:I>ファイ）レ c:I> TO FILE. 

2行にカナ文字が続く場合は

カラム 1 40 

DISPLAY : u<I>アイウエオカ 中キクケコ <I>" • 

（注 1) FORMの指定については、 「4-1-2 FORM変更」を参照。

（注2) <I>記号は、カードイメージに編集された時はデータとして残りません。データ

中の中は詰められます。
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4. 操作法

4-1 手書きOCRシステム

n 

Iスタートアッフ0I 
_J  

① (4-1-1) 

-----,----i 
: FORM~I ② (4-1-2) 
I_ ___―↓―---」

コーディングシート
をセットする。

二 no 

③ (4-1-3) 

ホストコンピュータ ④ (4-1-4) 
と接続する

凸□J @(4-1-5) 
⑦ (4-1-7) 

利用者ファイルヘ書き込む

⑥ (4-1-6) 

ご
利用者ファイルはクローズされる
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4-1-1 

① スタートアップ

0電源投入

(1) 操作卓の右側面のPOWERスイッチをONにする

(2) シリアルプリンタの左側面のPOWERスイッチをONにする

(3) OCRパネルのPOWERスイッチをONにする

0 ファームウェアとフォーマットプログラムのロード

(1) ラベルに「NO. 1」と表示されているフロッヒ°イディスクをユニット*0にセット

する。

(2) SKB上の足屈うキーを押しながらc囚旦》キーを押す。約3分後にCRT画面に

「CALL YOUR PROGRAM NAME」と表示され、ファームウェアのロ

ードが終る。

(3) ユニット+0にセットされているフロッヒ°イディスクを取り出し、ラベルに「N0,2」

と表示されているフロッヒ°イディスクをセットする。

(4) SKBから次のように入力し、フォーマットプログラムのロードをする。

c 声疇直直

以上でスタートアップ終了、正常にスタートアップが完了するとCRT画面上に下図のよ

うにメッセージが表示されます。

R
 
OCR DATAl 

OUT N LINE FORM FP GA M03 R03 AB  ASP  

4-1-2 

② FORMの変更

コーディング・シート記入文字種に応じたFORM-NOを指定して下さい。これは、読

み取り率を向上させる為に必要です。
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.. SKB上の厄亘巫Dキーを押し、 2桁の数字（下記のFORM-NO)を入力します。
なお、スタートアップ後は03(ANKS)となっています。

FORM-NO 

0 1 

記入文字種

ANK 

A: 英字 CA-Z-)

N: 数字 (0-9-)

0 2 

0 3 

ANS 

ANKS 

K: カナ文字（ア～ン 0 ((「」-)

s: 記号

0 4 AN 

0 5 N 

4-1-3 

③ ファイルの作成

TSSでのファイル作成はACCESSコマンドのCREATE・FILEで作成します。

この時、 GENERAL・PERMlSSlONに「WRITE」を必ず指定して下さい。

ローカルバッヂで作成する場合も同様に行います。

4-1-4 

④ ホストコンピュータと接続

(1) 冥キーを押し、カーソル位置がCRT画面の下部に下がってから次のコマンドを

入力する。

$$$CON, KOCR, GRP@区⑤

入力後CRT画面に次のメッセージが表示されます。

「米OCR t'$$$BRK"INPUT」

(2) ~ キーを押し、画面がクリアされてから次のコマンドを入力する。

$$$BRK直区⑤
入力後CRT画面に次のメッセージが表示されます。

「米OCR ONLINE PROGRAM START」

4-1-5 

⑤ パラメータの入力

(1) CRT画面に次のメッセージが表示されます。

「米OCR インプット カダイバンゴウ＄パスワード」

厄巨）キーを押し、次のコマンドを入力する。

~$1パスワード I 直戸垣）
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(2) CRT画面に次のメッセージが表示されます。

「米OCR インプット ファイルネーム，ミニ，マックス(SIZE=LINK)」

(EE)キーを押し、次のコマンドを入力する。

Iファイル名 I, Iファイル最小サイズI, 恒
(3) CRT画面に次のメッセージが表示されます。

「米OCR OCR SHEET SET/START & READ KEY PUT」

コーディングシートをセット後、「START」ボタンを押し、 SKB上の急豆豆》キ

ーを押します。

4-1-6 

⑥ $$$EOFの入力

(1) コーディングシートの最終入カデータ行の次に 1カラムから「$$$EOF」そして、

次の行の制御欄に「E」を記入したコーディングシートを入力する。

I 

FORTRANコーディングシート タイトル

（標準フォント）

英数記号

「A祗諏目芹祖耳月 2饂し

綱..行

作成着 作成 年月 8

コーディングシート読み取り完了後、 CRT画面に次のメッセージが表示され、手書き0

CR装置はホストコンビュータと切り離されます。

「米OCR FILE NAME=Iファイル名 IPUT OK & CLOSE」
(2) コーディングシート読み取り中に終了させたい時は、 Q至~ キーを押し画面がクリア

されてから、次のコマンドを入力する。

$$$DIS恒
手書きOCR装置はホストコンビュータと切り離され、途中までのコーディングシートの

イメージは利用者ファイルに書き込まれています。

4-1-7 

⑦ コーディングシートの読み取りと修正

（読み取り）

⑤でも説明しましたが、 OCR操作パネル上のSTARTボタンを押し、 SKB上の
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亘キーを押すことによりコーディングシートを 1枚づつ読み取り利用者ファイ

ルに登録していきます。このキーを押すのはCRT画面に

「米OCR OCR SHEET …………」

のメッセージが表示された時に押せば後は自動的に読み取っていきます。

（修正）

修正には次の 3種類の方法があります。

(1) ED I TORサプシステムによる修正

(2) コレクションによる修正

(3) 排出後による修正

以上のどちらを選択するかは、操作パネルのスイッチにより決まります。

A.EDITORサプシステムによる修正

コーディングシート読み取り完了後、 TSSのEDITORサプシステムを利用して修

正を行う。

（操作パネルスイッチセット）

パネルスイッチ名 ON/OFF 

CORRECTION OFF 

RESCAN OFF 

MAINTENANCE OFF 

DISCONNECT OFF 

DATA-CHECK OFF 

（修正操作手順）

コーディングシート読み取り完了後、 TSS端末を用いてファイルの内容を確認し、

間違っているところがあればEDITORサプシステムを利用して修正してください。

（コーディングシートを読み取り中にOCR装置が読み取りできなかった文字につい

ては≪ ー”（アンダーバー）に置き換えられ、そのシートはリジェクトスタッカーに

排出されます）

なお、 EDITORサブシステムの利用については「TSSの手引き」を参照。

B. コレクションによる修正

コーディングシート読み取り中に、 OCR装置が判読できない文字を検出した時は、そ

の文字が拡大表示されます。その段階で正しい文字をキーボードより入力して修正を行う。
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（操作パネルスイッチセット）

パネルスイッチ名 ON/OFF 

CORRECTION ON 

RESCAN OFF 

MAINTENANCE OFF 

DISCONNECT OFF 

DATA-CHECK OFF 

（修正操作手順）

コーディングシートを読み取り中に、読み取り不能文字が検出されると下図のよう

にCRT画面に表示される。

R
 
OCR DATAl 

OUT N LINE FORM FP GA M03 R03 AB  ASP  

CORRECTION 〔ANKS〕

Q 03 T C*** TES 米米米
パ下不

［カーソル（読み取り不能文字表示）
I I 

: ex双双X双）：I 

~----'--__! ←拡大文字
行番号ヒ制御欄

クェスチョン表示

読み取り文字種の表示

文字を修正する場合は、次のいづれかの方法で行う。

(a) データの修正

正しいデータ・キーを押すと、表示が((-"から入力したデータに変り、確認

後は、 Q亘囚亘）キーを押すと、 1文字の修正が終了します。

(b) データの再修正

恒区◎キーを押す前に、誤りを発見した場合は、 c工区）キーを押すと、

表示が((-"に戻るので正しいデータを再入力することが可能です。
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(c) 文字の抹消

読み取り不能文字をデータから抹消したい場合は、 〖〗］〗キーを押した後、
直キーを押します。この時、文字は左端方向にシフトされフィールドの

右端に△（スペース）が入ります。

(d) 文字の挿入

1文字分の読み取り不能文字に対し、 2文字のデータを入力したい場合は、デ

ータを2文字入力し、 G旦囚◎ キーを押します。 3文字以上のデータを入力す
ると 3つ目以降のデータは無視されます。

この機能は濁点等をカナ文字と同一枠に記入した場合の修正に有効です。

（注意）この機能を利用する カーソルより右のデータは、右方向に挿入分

だけシフトされるので最右端のデータから切り捨てられる。

(e) 読み取り不能文字以外の修正

読み取り不能文字にカーソルがセットされている時に、その行の中で読み取り

不能文字以外の文字をも修正したい場合は、 G旦区亘）キーを押します。カーソ
ルは、フィールドの先頭にセットされ、以後カーソル移動キー（ビ], [日）が、

有効になります。任意の文字ヘカーソルを移動させデータを入力することが可能

です。

(f) その他のキーの機能

⑤豆匂キー：文字修正中に、このキーを押すと読取不能文字を未修正のま

ま次の動作に進み、排出後修正と同じ扱いとなります。

キー ：文字修正中にこのキーを押すと読み取り動作を中止します。

その時のコーディングシートは利用者ファイルに書き込まれ

ません。なお、コーディングシートの排出は、操作パネルの

⑮亘亘）スイッチを押してください。

コーディングシートを再度読み込ます時は、排出されたコ

ーディングシートをホッパにセットを行い操作パネルの

⑮互亘）スイッチを押す。

匡lキー ：コーディングシートを読み取り中に、このキーを押すとカー

大阪大学大型計麻機センターニュース

ソルはその行の制御欄の位置にきて、行単位で修正を(e)の方

法で行うことができます。

フィールドの確認は豆旦区◎ キーでおこなう、制御欄で

冒キーを押せば、データ部にカーソルが移り、デー
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タ部でG亘さ③キーを押せばカーソルは次のフィールドに
移ります。

C. 排出後による修正

コーディングシートを読み取り、その際に読み取り不能文字の有無に拘わらず、コーデ

ィングシートをリジェクトスタッカに排出を行う。

排出後コーディングシートの読み取られた内容が、 CRT画面に表示されますのでコー

ディングシートを見ながら必要があれば修正を行うことができます。

（操作パネルスイッチセット）

パネルスイッチ名 ON/OFF 

CORRECTION OFF 

RESCAN OFF 

MAINTENANCE OFF 

DISCONNECT OFF 

DATA-CHECK ON 

（修正操作手順）

コーディングシートが排出されると、下図の例のようにCRT画面に表示される。

R OCR DATAl 

OUT N LINE FORM FP GA M03 R03 AB  ASP  

0 1 READ(5,555) I 

Q 02 555 FORMAT(l5 

o 3 C COMMENT 
I 

Q 04 ST P 読み取り不能文字

Q 05 E 亙D 

文字を修正する操作は「コレクションによる修正」と基本的には同じであるが、

冒キーの機能が違っていますので注意してください。

排出後修正時に @R旦うキーを押すと、そのコーディングシートの内容をただちに
利用者ファイルに書き込み、次のコーディングシートを読み取り動作に移ります。
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5. コーディングシートの読み取り例

下記に、コーディングシートの記入例と、その読み取り結果及び編集結果を示します。

(A) コーディングシート記入例

(I累準フォント）

紐記号

凶寧牌劉ct-lH!iはI2二薗 しI 

戸L

カナ

尻わ国咽弗朝5l.10二l-1 
I外琳ltr厖榊牙那111 -

麻咽即屈専涸 12_ 
I 

同叩咽型畔 13

犀叫可牙11-目 141歪

瓢痴麟 15←
..... 文字“魯際Lながら細 116 
""ヤープベンシ凡（●,"り）

'"'ヽ7キりと＂いて下さ● ,. 
・文字""から 9ヽ ミ出8ない』、”

う"濯（てい,,いにしかも大

~<a,, て下さ,.・

TEST nu(; 防H r, 絨着 S・“ 作成s,品年ミ月 9日

NEC ページ――」し一

(B) 手書OCRシステムの読み取り結果(OCR画面及び、シリアルプリンタの出力）

FORM-NO 
,.1.,. 
03A← ECT(エラーコードの合計）＠はエラーなし

P [C OCR TEST 

P [ 11 READ(S,55) A,B,C 40カラム目
P [ IF(A.EQ.0.0) GO TO 99 ↓ 

行削除 → CXJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJ 
P [ 55 FORMAT(3F5.3) 

P [ S=A*B*C 
P [ WRITE(6,66) A,B,C,S 

継続行 → PT[ 66 FORMAT(1HB心 HA= ,F5.3,3HB= ,FS.3,3 
P [HC= ,FS。3,3HC= ,F10.5) 

行削除 → CX]]JJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJ 
P [ 99 STOP 
P [ END 
p [← フィールドセパレータ (CRT画面上は、スペース）

読み取りの終了→ P [$$$EOF 

帳票エンド→ DE 
↑ 

制御欄
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(C) 利用者ファイルに編集されて登録後の結果(TSSによるLISTコマンド）

1カラム 7カラム
41カラム

C OCR TEST 

11 READCS,55) A,B,C 

IFCA.EQ.0.0) GO TO 99 --0RMAT(3F5.3) 
S=A*B*C 
しrnITEC6,66) A,B,C,S y 
F OR M AT C 1 H B , 3 H A= , F 5 • 3 , 3 llB = 
TOP 

, FS.3,3HC= ,FS。3,3MC= ,F10.S) 

END 

行削除指定CX)の行は削除される

6. エラーコードの処置について

(1) コーディングシート読み取り中のエラー処置

エラー
名 称 内 容コード

HSA ホッパスタッカ ホッパが空またはスタッ

アラーム 力がいっぱいの状態

MFD ミスフィード ホッパから帳票がフィー

ドできなかった。

JAM ジャム 帳票のフィードが正常で

なかった。

LME ラインマークエ ラインマークの検出が正

フー 常でなかった。

SKE スキューエラー 用紙がスキューしてフィ

ードされた。

DFD ダブルフィード 用紙が 2枚重なってフィ

ードされた可能性がある。

SMS スタッカミスセ スタッカ選択を間違った

レクト 可能性がある。

ALM アラーム タイムアウト，バリティ

エラー等のエラー

IKP Iキープッシュ 文字修正中にIキーを押

した。
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継続行指定CT)により、カード1枚のイメージに

編集される。

処 置

ホッパが空のときはホッパに用紙をセ

ットする。スタッカがいっぱいのとき

はスタッカから用紙を取り出す。その

処理後STARTスイッチを押す。

RESETスイッチを押すと、走行路内

に用紙が残っていた場合は、リジェク

トスタッカに排出される。

必要ならば帳票をホッパに再セットし

て、 STARTスイッチを押す。

表示内容によって、帳票のスタッカ選

択をチェック、修正する。その後の処

理はジャムと同じ。

RESETスイッチを押して帳票を排出

し、必要なら帳票をホッパに再セット

してSTARTスイッチを押す。
数回繰り返しても直らない場合は、出

力装置をクローズ後、プログラムを再

ロードする。

オンラインコレクション中にIキーを

押した場合は、ジャムと同じ操作を行う。

その他の場合は操作の必要なし。
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（例） エラーの表示例

R KOCRFORM KOCRDATA 

OUT B FORM FO GA MOO ROO AS  ASP  

DEV I CE ERROR : JAM 
、．、ヽ

I→エラーコード

LAST DOCUMENT ACT 

L{ACT: アクセプトスタッカ

RCT: リジェクトスタッカ

;; :; : ::;o, 1: 1-3 71 510808}直前に読み取られた
帳票のデータ

@123456!78901 

(2) 周辺装置のエラー処置について

OCR装置の周辺機器に異常が起こるとCRT画面の第 1行右端（コントロールライン）に

エラーコードが表示されますので、それぞれのエラーコードの処置に従って適正な処置をおこ

なってください。

OCRエラーコード

コード タイプ 意 味 処 置

K I-KEY押下 コレクションモード、エントリ リセットし、 READキーを押

ーモードにおいて ((I"キーを 下する。

押下した。

I インタフェース 制御部と装置の間の転送エラー リセットし、出力中の媒体をク

エラー が発生した。 ローズする。

D ディスコネクト 制御部と装置間が論理的に切断 処置後プログラムを再ロードす

された。 る。

F ノットファウン フォーマットプログラムがFD リセットし、プログラムを調べ

ド Dの内になかった。 る。

A アキュムレート アキュムレートチェックエラー リセットし、アキュムレータの

エラー の発生 内容をしらべる。
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FDDエラーコード

コード タイプ 意 味 処 置

D デバイスの準 フロッヒ° ィデスクが指定のユニ デバイスの準備をし、リセット

備ができてい ットにセットされていない。 する。

なし‘ 0 出力時 :WRITEキー

0読取時 :READキー

oプログラム：CALLキー

w ライトエラー フロッヒ°ィデスクヘの書込エラ リセットし、フロッヒ゜ィを交換

ーが発生した。 後WRITEキーを押す。

E EOEの検出 フロッヒ°ィディスクに出力中、 リセットし、フロッヒ゜ィを交換

EOEを検出した。 後WRITEキーを押す。

EODの検出 コレクションモード、 トランス リセットする。再開はREAD

ファモードの処理を終了した。 キーを押す。

p プロテクト データを出力しようとしたデー リセットし、適切な処置を行う。

タセットが書込保護されている。 再開は

B ノゞイノゞス データを出力しようとしたデー 出力時： WRITEキー

タセットがバイパス指定されて 読取時： READキー

しヽる。

s シークレット 指定のデータセットが機密保護

されている。

F ノットファウン 指定のデータセットがフロッヒ°

ド ィディスク内にない。

R リードエラー フロッヒ°ィディスクのリードエ

フー

C クローズエラー データのフロッヒ°ィクローズ時 リセットする。

のエラー

KBエラーコード

コード タイプ 意 味 処 置

？ 操作エラー キーボードからの入力に操作工 リセットし、再入力する。

ラーがあった。

T 打けん 打けん速度が装置の能力をこえ リセットし、再入力する。

た。
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出力装置エラーコード

コード タイプ 意 味 処 置

D ノットレディ 出力しようとしたデバイスの準 デバイスの準備をし、リセット

備ができていなかった。 後PF3キー COPEN)を押す。

w ライトエラー データ出力中のライトエラー 適切な処置をし、リセットする。

再開はPF3キー

p 紙テープエンド PTP出力中のエンド 媒体を交換し、 リセット後PF

E 磁気テープエ MT、KTT出力中のエンド キーを押す。

ンド

プリンタエラーコード

コード タイプ 意 味 処 置

D ノットレディ プリンタの準備ができていない。 再プリントするときは処置後リ

w ライトエラー プリンタヘの出カエラー セットする。

再プリントをしないときは

AUTO PRをオフにしてリセ

ットする。

CRT画面のメッセージレイアウト
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